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I
I
⊥
白
屋
芳
雄
を
中
心
に
一

松

寸率

寛

之

門
要
約
】
　
本
稿
は
、
重
要
な
近
代
思
想
の
一
つ
と
し
て
昨
今
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
優
生
学
が
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
十
五
年
戦
争
期
に
か
け
て
の
日
本
で

い
か
な
る
位
相
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
「
日
本
民
族
衛
生
学
会
」
の
創
設
な
ど
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
来
日
本
に

浸
透
し
て
き
た
優
生
思
想
が
政
治
的
・
思
想
的
運
動
と
し
て
本
格
化
し
て
ゆ
く
と
同
時
に
、
他
方
で
満
州
事
変
を
契
機
と
す
る
陸
軍
の
「
国
防
国
家
」
建

設
が
は
じ
ま
る
。
本
稿
で
は
こ
の
「
国
防
国
家
」
と
優
生
学
の
関
係
に
つ
い
て
、
当
時
の
優
生
学
の
中
心
的
担
い
手
で
あ
っ
た
医
学
者
の
古
崖
芳
雄
の
思

想
と
行
動
を
て
が
か
り
に
考
察
す
る
。
そ
の
際
の
筆
者
の
論
点
は
以
下
の
二
つ
に
大
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
一
つ
に
は
、
か
つ
て
白
樺
派
の
同
人

で
あ
っ
た
古
屋
が
、
「
正
常
な
科
学
」
で
あ
る
優
生
学
に
傾
倒
す
る
論
理
の
な
か
に
、
「
近
代
」
の
も
つ
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
性
を
観
相
す
る
こ
と
で
あ

り
、
い
ま
～
つ
は
彼
の
思
想
の
強
い
影
響
を
う
け
つ
つ
生
成
し
た
「
国
防
国
家
」
の
優
生
学
を
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
「
近
代
の
病
理
」
と
し
て
認
識
す
る
契

機
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
三
巻
一
　
号
二
〇
〇
〇
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

R
・
N
・
プ
ロ
ク
タ
ー
は
、
「
ま
ず
重
要
な
の
は
、
人
種
衛
生
の
多
く
の
要
素
が
ド
イ
ツ
に
特
有
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
優
生
学

の
運
動
は
イ
ギ
リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
他
の
多
く
の
国
々
で
は
な
ば
な
し
く
展
開
さ

れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
人
種
衛
生
学
者
た
ち
は
、
ド
イ
ツ
が
そ
の
人
種
的
純
潔
性
に
お
い
て
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
に
と
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
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①

例
を
モ
デ
ル
に
し
て
そ
の
科
学
を
生
み
だ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
人
種
衛
生
学
」
の
中
核
と
な
っ
た
優
生
学
の
本

来
の
意
味
と
は
、
そ
の
創
始
者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
F
・
ゴ
ー
ル
ト
ン
が
い
う
よ
う
に
「
血
統
改
良
の
科
学
の
謂
で
あ
り
…
…
特
に
人
間
の
場

合
、
恵
ま
れ
た
種
族
が
劣
っ
た
種
族
に
優
越
す
る
よ
う
、
よ
り
多
く
の
機
会
を
あ
た
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
す
べ
て
の
影
響
に
か
か
わ
る
も

　
　
　
　
　
②

の
」
で
あ
っ
た
。
科
学
史
家
の
米
本
昌
平
は
、
そ
れ
を
「
人
種
」
の
最
適
の
維
持
条
件
お
よ
び
発
展
条
件
に
関
す
る
学
問
と
し
、
国
家
や
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
法
律
、
政
治
、
社
会
科
学
、
社
会
政
策
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
人
種
衛
生
学
」
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は

ナ
チ
ス
時
代
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を
経
て
、
人
種
学
的
か
つ
遺
伝
学
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
「
北
方
人
種
」
と
、
そ
の
表
現
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
ド
イ
ツ
民
族
」
に
か
ん
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
念
頭
に
お
か
れ
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
そ
の
優
生
学
が
当
時
の
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
。

ッ
パ
な
ど
、
先
進
諸
国
の
ど
こ
に
お
い
て
も
「
第
一
級
の
科
学
」
と
し
て
自
明
視
さ
れ
る
、
「
正
常
な
科
学
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る

　
日
本
で
も
、
と
く
に
～
九
〇
〇
年
代
か
ら
遺
伝
学
や
進
化
論
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
で
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

な
か
で
優
生
学
も
一
つ
の
「
科
学
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
な
か
で
も
東
大
の
生
理
学
者
永
井
潜
は
、
　
九
一
〇
年
代
か
ら
日
本
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

生
学
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
著
作
に
よ
る
活
発
な
「
最
薪
に
勃
興
せ
る
科
学
中
の
科
学
」
の
啓
蒙
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、

二
〇
年
代
に
な
る
と
彼
は
日
本
に
も
「
人
種
衛
生
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
主
張
し
始
め
る
。
永
井
は
そ
の
「
人
種
衛
生
」
を
し
ば
し
ば
「
罠
族

衛
生
」
と
表
現
し
た
が
、
彼
の
日
本
に
お
け
る
「
民
族
衛
生
学
」
確
立
へ
の
動
き
は
、
一
九
三
〇
年
の
「
日
本
民
族
衛
生
学
会
（
＝
孟
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
協
会
し
と
な
る
）
」
設
立
を
み
ち
び
き
、
戦
時
期
日
本
の
優
生
政
策
・
概
究
へ
の
契
機
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
近
年
、
こ
れ
ら
国
内
外
の
優
生
学
史
に
関
す
る
研
究
が
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
蓄
積
も
大
き
な
も
の
と
な

　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
優
生
学
は
日
本
近
代
史
に
お
い
て
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
と
し
て
認
識
さ
れ
始
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
か
で
も
、

十
五
年
戦
争
期
の
日
本
を
研
究
対
象
と
す
る
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
が
、
藤
野
豊
に
よ
る
一
連
の
業
績
で
あ
る
。
と
り
わ
け
藤
野
の
近
作

糊
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
優
生
思
想
』
は
、
日
本
近
代
史
に
お
い
て
ほ
ぼ
無
視
さ
れ
て
い
た
に
等
し
い
こ
の
領
域
に
お
い
て
、
体
系
的
な
「
実

証
」
研
究
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
先
駆
的
、
か
つ
現
在
の
と
こ
ろ
唯
一
の
労
作
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
後
の
研
究
者
に
も
た
ら
す
知
識
・
史
料
面
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に
お
け
る
恩
恵
は
大
変
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
筆
者
が
違
和
感
を
も
つ
の
は
、
藤
野
が
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
「
人
的
資
源
」
の
動
員
の

前
提
と
な
っ
た
国
民
の
健
康
・
体
力
・
生
命
の
国
家
管
理
の
根
底
に
優
生
思
想
が
位
置
付
け
ら
れ
た
事
実
」
に
よ
っ
て
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特
異

性
」
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
し
た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
藤
野
は
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
優
生
学
の
「
非
科
学
性
」
を
批
判
し
つ
つ
、
戦
後
本
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

化
し
た
日
本
の
優
生
政
策
を
「
戦
後
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
の
大
き
な
空
白
」
と
位
置
づ
け
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
の
よ
う
な
藤
野
の
研
究
姿
勢
を
つ
ら
ぬ
く
の
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
対
決
し
、
そ
の
再
来
を
阻
止
す
る
と
い
う
問
題
意
識
」
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
し
か
し
前
出
の
米
本
が
い
う
よ
う
に
、
優
生
学
は
「
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
全
般
を
貫
い
た
、
自
然
を
科
学
技
術
を
動
員
し
て
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

良
し
よ
う
と
す
る
広
義
の
現
代
化
ヨ
。
価
①
欝
齢
讐
8
精
神
の
一
部
と
し
て
必
然
的
に
繰
り
返
し
出
現
し
て
き
て
し
ま
う
も
の
」
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
「
近
代
化
」
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
提
起
は
ま
た
、
優
生
学
に
た
い
す
る
批
判
を
「
ナ
チ
ズ
ム
と
の
対
決
」
、
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
再
来
防
止
と
い
う
信
念
と
直
接
に
結
び
つ
け
る
こ
と
の
問
題
性
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、

優
生
学
は
か
つ
て
も
、
そ
し
て
現
在
で
も
「
科
学
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
に
も
連
な
っ
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の

「
科
学
」
が
非
合
理
に
み
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
質
的
に
「
科
学
」
と
「
非
科
学
」
、
「
合
理
性
」
と
「
非
合
理
性
」
の
措
定
が
極
め
て
曖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

昧
な
の
で
あ
っ
て
、
「
科
学
」
の
絶
対
的
中
立
性
や
普
遍
性
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
う
る
こ
と
の
参
照
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
D
・
ポ
イ
カ
ー
ト
の
い
う
「
近
代
の
病
理
」
な
の
で
あ
り
、
そ
の
個
々
の
特
質
は
「
近
代
」
な
る
も
の
の
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
正
常
」
性
が
異
化
さ
れ
る
拡
大
鏡
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
こ
の
と
き
筆
者
は
、
ま
ず
橋
川
文
三
が
注
目
し
、
安
部
博
純
が
理
論
化
し
た
「
圏
防
国
家
体
制
」
建
設
と
い
う
概
念
を
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
～
つ
と
し
て
受
け
い
れ
て
お
き
た
い
。
特
に
安
部
は
こ
れ
を
、
た
ん
な
る
「
総
力
戦
体
制
」
と
も
「
戦
時
体
制
」
と
も
異

な
る
も
の
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
国
家
体
制
そ
の
も
の
が
「
国
防
」
を
最
高
原
理
と
す
る
全
体
主
義
的
性
格
に
変
わ
り
、

戦
時
と
平
時
を
問
わ
な
い
「
恒
久
的
体
制
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
「
国
防
」
と
は
、
軍
事
的
範
疇
を
こ
え
て
あ
ら
ゆ
る
国
益

観
念
の
全
域
を
包
摂
し
た
政
治
的
範
疇
と
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
こ
の
「
国
防
国
家
体
制
」
の
完
成
は
「
大
東
亜
新
秩
序
」
の
建
設
、
す
な
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わ
ち
「
満
蒙
生
命
線
」
1
「
東
亜
新
秩
序
」
1
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
し
て
拡
大
し
て
い
く
、
帝
国
の
「
生
存
圏
」
獲
得
の
た
め
の
過
程
と
不

可
分
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た
要
素
が
、
細
秩
序
の
打
破
と
世
界
新
秩
序
の
確
立
を
目
標
と
す
る
こ
の
世
界
政
策
と
一
体
化
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
い
る
点
に
こ
そ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特
質
が
見
い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
生
存
権
」
の
論
理
は
、
た
ん
な
る
「
帝
国
」
の
形
成
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
は
異
な
り
、
そ
の
「
支
配
民
族
自
体
の
人
的
・
領
土
下
獄
大
海
を
企
図
す
る
以
上
、
こ
の
な
か
に
優
生
学
、
あ
る
い
は
「
民
族
衛
生
」
が
布

置
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
根
本
命
題
は
「
生
存
圏
」
内
の
他
民
族
を
支
配
し
う
る
「
大
和
田
族
」
の
優
秀
化
と
量
的
増
加
を
「
科
学
」
に
よ
っ
て

実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
筆
者
は
こ
の
、
「
国
防
国
家
」
の
優
生
学
と
い
う
「
科
学
」
の
う
ち
に
こ
そ
、
「
近
代
」
に
お
け
る
一
つ
の
「
正
常
」
性
が
独
自
の
か
た
ち
で

「
病
理
」
1
あ
る
い
は
「
特
異
」
に
思
え
る
も
の
一
と
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
総
体
と
し
て
描
き
き
る
に
は

筆
者
の
力
量
は
あ
ま
り
に
貧
弱
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
ま
ず
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
直
前
ま
で
を
視
野
に
い
れ
、
「
国
防

国
家
」
の
優
生
学
に
す
く
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
古
屋
芳
雄
な
る
人
物
に
焦
点
を
当
て
て
い
く
。
医
学
者
で
あ
る
彼
は
、
前
述
の
「
学
会
」

に
創
設
時
か
ら
常
務
理
事
と
し
て
加
わ
っ
た
後
、
厚
生
省
や
入
口
問
題
研
究
所
を
拠
点
と
し
て
「
国
防
国
家
」
の
優
生
学
に
参
画
し
、
著
名
な

「
人
口
政
策
確
立
要
網
」
の
制
定
に
尽
力
し
た
。
筆
者
の
ね
ら
い
は
、

の
優
生
学
の
具
体
的
政
策
や
構
想
に
一
定
の
反
映
を
み
せ
る
な
か
に
、

　
①
幻
■
宴
．
宰
。
。
§
”
力
鴛
延
出
《
σ
q
冨
ロ
p
頃
著
く
Φ
誌
d
担
6
。
。
。
。
■
一
天
六
頁
。

　
②
C
・
ア
ン
ブ
ロ
セ
リ
『
医
の
倫
理
』
（
中
川
米
造
訳
、
白
水
社
、
一
九
九
三
年
）
、

　
　
四
七
頁
。

　
③
米
本
昌
平
『
遺
伝
管
理
社
会
阯
（
弘
文
堂
、
一
九
八
九
年
目
、
六
九
頁
。

　
④
B
・
マ
ッ
サ
ン
門
人
種
的
人
類
学
と
国
家
社
会
主
義
」
（
J
・
オ
ル
フ
翻
ナ
ー

　
　
タ
ン
編
『
第
三
帝
国
下
の
科
学
』
、
宇
京
頼
三
栄
、
一
九
九
六
年
）
、
二
〇
二
頁
。

　
⑤
」
・
オ
ル
フ
ー
ー
ナ
ー
タ
ン
「
序
論
扁
（
同
前
）
の
二
〇
～
一
頁
、
お
よ
び

　
　
℃
δ
二
丁
前
掲
書
、
二
八
二
頁
な
ど
参
照
。

こ
の
古
屋
の
思
想
と
行
動
が
、
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
国
防
国
家
」

一
つ
の
異
化
さ
れ
た
「
近
代
」
を
読
み
と
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

　
　
⑥
永
井
潜
『
入
日
論
睡
（
実
業
届
書
本
社
、
一
九
｝
六
年
）
、
三
六
六
頁
。

　
　
⑦
以
下
、
こ
の
「
日
本
民
族
衛
生
学
会
（
協
会
）
」
を
「
学
会
（
協
会
）
」
と
略
記

　
　
　
す
る
。
な
お
、
「
学
会
（
協
会
）
」
を
は
じ
め
、
日
本
の
優
生
学
史
に
つ
い
て
は
鈴

　
　
　
木
善
次
『
日
本
の
優
生
学
』
（
一
二
共
出
版
株
式
会
社
、
～
九
八
三
年
）
に
く
わ
し

　
　
　
い
。

　
　
⑧
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
筆
者
の
参
照
し
た
も
の
の

　
　
　
う
ち
主
な
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
海
外
の
優
生
学
史
で
は
℃
δ
9
0
「
、
ア
ン
ブ

　
　
　
ロ
セ
リ
、
米
本
、
マ
ッ
サ
ン
、
ナ
ー
タ
ン
の
各
前
掲
書
や
、
D
・
ケ
ヴ
ル
ズ
『
優
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生
学
の
名
の
も
と
に
』
（
西
俣
総
平
訳
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）
、
P
・
ボ

　
ウ
ラ
ー
『
進
化
思
想
の
歴
史
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
）
、
㎝
・
プ
ロ
ス
ほ

　
か
隅
人
間
の
価
値
睡
（
林
功
三
訳
、
風
解
社
、
一
九
九
三
年
）
、
M
・
ア
ダ
ム
ズ
編

　
著
『
比
較
「
優
生
学
」
史
』
（
佐
藤
雅
彦
訳
、
現
代
書
館
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。

　
日
本
の
優
生
学
史
で
は
鈴
木
前
掲
書
や
加
藤
博
史
『
福
祉
撃
茎
楽
観
の
社
会
史
隔

　
（
晃
洋
書
房
、
一
九
九
六
年
）
、
松
原
洋
子
「
〈
文
化
国
家
〉
の
優
生
法
」
（
噸
現
代

　
思
想
㎞
二
五
巻
四
号
、
一
九
九
七
年
四
月
）
、
同
「
民
族
優
生
保
護
法
案
と
日
本

　
の
優
生
法
の
系
譜
」
（
明
科
学
史
研
究
幽
∬
期
三
六
巻
四
号
、
一
九
九
七
年
四
月
）

　
な
ど
。

⑨
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
野
間
乙
次
「
「
健
全
」
な
る
大
日
本
帝
国
偏
（
『
ヒ

　
ス
ト
リ
ア
睡
　
一
二
〇
号
、
　
一
九
八
八
年
九
月
目
、
お
よ
び
藤
野
白
油
書
な
ど
。

⑩
藤
野
豊
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
優
生
思
想
』
（
か
も
が
わ
繊
版
、
一
九
九
八
年
）
、

　
四
八
～
九
、
三
六
八
お
よ
び
四
五
七
頁
。

⑪
同
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
病
者
・
障
害
者
」
（
『
季
刊
戦
争
責
任
研
究
』
～
二
号
、

　
一
九
九
山
ハ
隔
ヰ
）
、
五
＝
～
頁
。

⑫
米
本
昌
平
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
断
種
法
と
ナ
チ
ス
神
話
の
成
立
」
（
『
中
央
公
論
臨

　
｝
九
九
七
年
一
二
月
号
）
、
一
四
五
頁
。

⑬
米
本
前
掲
書
、
三
七
～
四
一
頁
。
ま
た
米
本
は
同
書
に
お
い
て
ナ
チ
ス
を
「
超

　
医
療
管
理
国
家
偏
と
規
定
す
る
が
、
そ
れ
は
「
現
代
医
療
と
ナ
チ
ス
医
学
の
類
似

　
性
」
、
す
な
わ
ち
現
代
の
先
進
医
療
と
国
家
社
会
の
関
係
に
、
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て

　
極
端
な
姿
で
示
さ
れ
た
国
民
の
医
療
管
理
体
制
1
「
人
種
衛
生
」
は
そ
の
な
か

　
の
一
要
素
で
あ
る
一
を
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
論
は
、
「
こ
こ
か

　
ら
一
般
化
し
て
み
た
い
の
は
、
何
が
ナ
チ
的
な
も
の
で
あ
り
何
が
そ
う
で
は
な
い

　
か
、
と
い
う
基
準
自
身
、
そ
れ
ほ
ど
自
明
な
根
拠
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

　
こ
と
扁
で
あ
っ
た
（
一
九
八
お
よ
び
二
～
　
頁
な
ど
を
参
照
）
。

⑭
こ
の
よ
う
な
「
科
学
」
へ
の
批
判
的
視
点
を
提
起
す
る
著
作
と
し
て
は
、
M
・

　
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
『
理
性
の
腐
食
㎞
（
山
口
祐
弘
訳
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
七

　
年
）
、
P
・
K
・
フ
ァ
イ
ヤ
ア
ー
ベ
ン
ト
『
方
法
へ
の
挑
戦
』
（
村
上
陽
一
郎
ほ
か

　
訳
、
新
曜
社
、
一
九
八
一
年
）
を
は
じ
め
数
多
く
の
も
の
が
あ
る
。

⑮
D
・
ポ
イ
カ
ー
ト
㎎
新
装
版
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ッ
ー
あ
る
近
代
の
社
会
史
㎞

　
（
木
村
靖
二
ほ
か
訳
、
三
元
社
、
一
九
九
七
年
）
、
三
九
一
頁
以
下
。
ま
た
ナ
チ

　
ズ
ム
と
「
近
代
扁
を
同
様
の
問
題
意
識
に
も
と
づ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
小
野
清

　
美
明
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
世
界
と
ナ
チ
ズ
ム
隔
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
六

　
年
）
な
ど
が
あ
る
。

⑯
こ
こ
で
筆
者
が
「
異
化
」
と
い
う
言
葉
で
示
し
た
い
の
は
、
B
・
ブ
レ
ヒ
ト
の

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
く
①
昏
Φ
ヨ
浄
口
効
果
、
す
な
わ
ち
「
注
意
を
む
け
さ
せ
よ
う

　
と
す
る
窮
柄
を
、
ふ
つ
う
の
、
見
な
れ
た
、
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
事
柄
か
ら
、
特

　
殊
な
、
厨
に
つ
く
、
思
い
が
け
な
い
事
柄
に
か
え
る
こ
と
」
（
「
俳
優
術
の
新
し
い

　
技
法
に
関
す
る
短
い
記
述
」
一
九
四
〇
年
、
千
田
是
也
訳
『
今
日
の
世
界
は
演
劇

　
に
よ
っ
て
再
現
で
き
る
か
㎞
白
水
社
、
一
九
六
二
年
、
一
六
二
頁
）
で
あ
る
。
そ

　
れ
は
ま
た
、
W
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
よ
う
に
、
事
柄
の
お
か
れ
て
い
る
「
状
況

　
を
発
見
す
る
こ
と
篇
（
野
村
修
訳
「
叙
事
的
演
劇
と
は
な
に
か
」
｝
九
三
九
年
、

　
石
黒
英
男
編
・
解
説
『
ブ
レ
ヒ
ト
㎞
晶
文
社
、
一
九
七
一
年
、
一
三
頁
）
で
も
あ

　
る
だ
ろ
う
。

⑰
橋
川
文
三
門
国
防
国
家
の
理
念
」
（
橋
川
ほ
か
編
『
近
代
日
本
思
想
史
体
系

　
四
』
有
斐
閣
、
一
九
七
〇
年
）
。

⑱
安
部
博
純
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
撫
（
影
書
房
、
一
九
九
六
年
）
、
一
二
一
頁
以

　
下
お
よ
び
一
二
三
一
二
頁
。

⑲
同
『
倉
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
序
説
転
（
未
来
社
、
一
九
七
王
位
）
、
三
五
三
頁
。
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古
屋
芳
雄
と
「
民
族
衛
生
学
」

「国防国家」の優生学（松村）

　
古
屋
芳
雄
は
一
八
九
〇
年
に
大
分
県
に
生
ま
れ
、
一
九
一
六
年
東
京
帝
大
医
科
大
学
の
医
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
東
大
の
衛
生
学
教
室
に
学

ぶ
か
た
わ
ら
東
京
医
専
の
教
授
を
兼
務
、
一
九
二
五
年
に
千
葉
医
科
大
学
の
、
ま
た
一
九
三
二
年
か
ら
は
金
沢
医
科
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
医

学
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
彼
に
は
「
民
族
衛
生
学
」
す
な
わ
ち
優
生
学
を
志
す
以
前
か
ら
、
武
者
小
路
実
篤
に
傾
倒
す
る
白
樺
派
同
人
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
『
白
樺
』
衛
星
誌
を
創
刊
、
戯
曲
や
小
説
を
発
表
す
る
と
い
う
異
色
の
経
歴
が
あ
っ
た
。

　
通
常
武
者
小
路
に
代
表
さ
れ
る
こ
の
白
樺
派
の
思
想
は
、
人
間
の
「
自
我
」
「
自
己
」
の
う
ち
に
普
逓
と
し
て
の
「
人
類
の
意
志
」
「
宇
宙
の

意
志
」
を
「
実
感
」
し
つ
つ
、
こ
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
「
自
我
」
の
「
生
命
」
に
無
限
の
創
造
力
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

彼
ら
の
至
上
の
目
的
で
あ
る
「
芸
術
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
制
約
を
こ
え
た
純
粋
な
「
自
我
」
「
自
己
」
の
表
現
で
あ
り
、
ま
た
「
人
類
」
の
「
生

命
」
表
現
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
自
我
」
尊
重
は
そ
の
個
性
の
中
に
自
ず
か
ら
「
人
類
の
意
志
」
を
体
現
し
、
「
人
間
の
本
来
の
生
命
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
目
覚
め
さ
せ
る
「
天
才
」
へ
の
賛
美
で
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
貴
族
主
義
的
な
「
個
人
主
義
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
白
樺
派
を
含
む
大
正
期
の

あ
ら
ゆ
る
思
想
は
、
日
清
戦
争
後
か
ら
め
ば
え
て
ゆ
く
日
本
「
近
代
」
思
潮
の
動
き
、
す
な
わ
ち
個
人
の
内
面
的
「
自
我
」
の
自
覚
に
胚
胎
し

て
い
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
さ
ら
に
人
間
存
在
の
普
遍
的
か
つ
根
源
的
原
理
と
し
て
、
永
遠
の
「
生
命
」
と
い
う
概
念
を
そ
の
「
自
我
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

権
威
に
結
び
つ
け
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
思
想
は
白
樺
派
「
芸
術
家
」
の
古
屋
に
と
っ
て
も
精
神
的
な
基
調
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
ま
ず
一
九
一
七
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
生
命
を
め
ぐ
る
宗
教
的
で
神
秘
的
色
彩
が
著
し
い
」
と
い
う
特
徴
を
も
つ
『
生
命
の
川
嚇
誌
を
創
刊
す
る
。
ま
た
『
白
樺
鵬
同
年
八
月
号
か

ら
一
　
月
号
ま
で
「
ベ
ル
ハ
ー
レ
ン
」
作
の
「
レ
ム
ブ
ラ
ン
ト
」
を
翻
訳
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
孤
独
な
「
天
才
」
の
「
生
命
」
が
、
芸
術
を

と
お
し
て
「
過
去
で
あ
り
、
現
在
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
未
来
」
で
あ
る
よ
う
な
普
遍
的
「
永
劫
」
の
「
人
類
」
を
表
現
す
る
と
論
じ
る
も
の

だ
っ
た
。
古
屋
は
そ
れ
を
「
訳
し
な
が
ら
幾
度
も
泣
い
た
」
の
ち
に
、
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「
天
才
の
生
き
る
と
い
ふ
こ
と
が
何
ん
な
生
き
方
で
あ
る
か
を
よ
ん
で
し
る
こ
と
が
出
来
る
。
…
…
我
と
我
が
う
ち
に
生
き
ゆ
く
勇
ま
し
さ
に
う
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
自
分
の
う
ち
の
火
が
も
え
て
来
る
。
そ
し
て
自
分
た
ち
の
生
き
方
に
生
甲
斐
を
感
ず
る
」

と
天
才
的
「
自
我
」
へ
の
共
感
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
我
」
へ
の
確
信
は
さ
ら
に
、

　
　
　
「
芸
術
家
と
し
て
の
私
は
、
今
こ
そ
何
を
五
っ
て
も
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
私
の
美
的
観
照
力
と
、
堅
し
き
も
の
へ
の
愛
の
深
さ
を
盤
し
て
、
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
自
由
に
、
そ
し
て
慶
し
く
入
墨
に
仕
へ
ん
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
私
を
導
い
て
菰
に
至
ら
し
め
た
最
と
高
き
者
の
祝
福
を
感
ず
る
」

と
い
う
、
一
九
二
〇
年
の
戯
曲
「
見
果
て
ぬ
夢
」
序
文
に
お
い
て
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
。

　
こ
の
白
樺
派
「
芸
術
家
」
は
そ
の
後
、
～
九
二
七
年
三
月
か
ら
衛
生
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
の
「
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
」
に
留

学
す
る
。
彼
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
将
来
文
学
と
医
学
の
ど
ち
ら
で
身
を
立
て
て
ゆ
く
か
を
決
定
す
る
良
い
機
会
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か

し
、
こ
の
留
学
中
に
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
戦
争
と
平
和
』
に
触
れ
る
と
、
そ
の
偉
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
自
身
の
「
芸
術
家
」
と
し
て

の
才
能
を
疑
問
視
し
始
め
る
。
さ
ら
に
一
九
二
八
年
の
帰
国
時
に
は
、
文
学
の
世
界
で
白
樺
派
は
す
っ
か
り
下
火
と
な
っ
て
い
た
。
古
屋
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
時
「
は
じ
め
て
目
が
さ
め
た
よ
う
に
」
な
っ
て
医
学
者
と
し
て
の
再
出
発
を
決
心
し
、
「
民
族
衛
生
学
」
を
志
す
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て

彼
は
、
一
九
三
二
年
ま
で
千
葉
医
大
で
「
昆
族
衛
生
学
」
の
講
義
を
担
当
し
つ
つ
、
前
述
の
よ
う
に
「
学
会
」
へ
も
参
加
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
前
述
の
永
井
潜
は
数
少
な
い
「
民
族
衛
生
学
」
の
「
大
家
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
古
屋
は
そ
れ
に
対
抗
し
、
永
井
を
「
啓
蒙
」
活

動
に
終
始
し
た
人
物
と
位
置
付
け
、
む
し
ろ
自
分
の
「
民
族
衛
生
学
」
に
は
遺
伝
統
計
学
や
生
物
測
定
学
な
ど
、
「
地
味
」
で
基
本
的
な
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

論
を
基
礎
と
す
る
学
問
体
系
を
求
め
て
い
く
。
彼
の
「
民
族
衛
生
学
」
に
お
け
る
「
民
族
」
概
念
が
、
単
に
同
～
の
文
化
形
態
二
欝
語
な
ど
の

中
に
あ
る
漠
然
と
し
た
個
人
集
団
と
い
う
当
時
の
一
般
的
な
そ
れ
で
な
く
、
「
生
物
学
の
諸
原
則
」
で
把
握
さ
れ
る
「
生
物
学
的
親
近
者
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

意
味
を
含
め
て
厳
密
に
規
定
さ
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
古
屋
「
民
族
衛
生
学
」
の
た
め
の
認
識
は
興
味
深
い
。

す
な
わ
ち
「
我
等
」
は
「
生
物
学
」
、
特
に
「
人
類
遺
伝
学
」
の
法
則
に
よ
り
「
遠
き
祖
先
」
か
ら
「
遺
伝
物
質
」
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
ま

た
「
子
孫
」
に
譲
り
渡
し
て
ゆ
く
存
在
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
、
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「国防国家」の優生学（松村）

　
　
　
「
由
来
我
等
は
人
間
創
造
の
昔
か
ら
連
綿
た
る
民
族
血
液
の
中
に
立
っ
て
居
る
。
個
人
と
し
て
は
｝
入
の
例
外
も
無
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
、
ま
た
死
な
な

　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
民
族
と
し
て
の
生
命
は
、
不
死
に
今
日
ま
で
続
い
て
居
る
。
（
中
略
）
か
く
考
ふ
る
時
、
自
分
と
い
ふ
も
の
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
い
か
に
も
些
た
る
一
存
在
で
は
あ
る
が
、
我
等
は
こ
れ
を
天
地
神
明
に
向
か
っ
て
誇
っ
て
も
い
い
の
で
あ
る
」

と
の
「
自
覚
」
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
古
屋
は
「
民
族
衛
生
学
」
の
基
礎
で
あ
る
「
生
物
学
」
を
、
ま
さ
に
「
生
命
と
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

生
起
に
関
す
る
問
題
」
と
定
義
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
優
生
学
」
「
罠
族
衛
生
学
」
こ
そ
が
、
「
悪
性
の
遺
伝
物
質
を
出
来
る
だ
け
、
民
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

水
源
か
ら
遠
ざ
け
、
優
良
な
る
遺
伝
物
質
は
能
ふ
限
り
そ
の
中
に
取
り
入
る
る
」
こ
と
で
、
「
民
族
と
し
て
の
生
命
」
を
「
連
綿
」
と
「
不
死
」

た
ら
し
め
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
か
つ
て
白
樺
派
「
芸
術
家
」
の
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
「
自
分
と
い
ふ
も
の
」
が
、
こ
こ
で
は
も
は
や
「
遺
伝
物
質
」
の

結
節
点
に
す
ぎ
な
い
「
い
か
に
も
些
た
る
一
存
在
」
に
相
対
化
さ
れ
、
か
の
「
生
命
」
さ
え
も
「
生
物
学
」
の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
前
の
よ
う
な
熱
情
を
押
し
隠
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
ま
た
、
「
人
類
」
か
ら
よ
り
個
的
な
「
民
族
」
な
る
集
団
を

抽
出
し
、
「
誇
」
る
べ
き
「
自
分
と
い
ふ
も
の
」
の
よ
り
本
来
的
な
根
源
を
「
民
族
と
し
て
の
生
命
」
、
す
な
わ
ち
「
遺
伝
」
と
い
う
客
観
的
な

「
生
物
学
」
の
法
則
そ
の
も
の
の
う
ち
に
固
定
さ
せ
る
こ
と
の
う
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
し
て
み
れ
ば
彼
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
　
「
我
等
は
優
生
学
の
目
的
を
問
は
れ
た
と
き
に
は
、
必
ず
個
人
の
立
場
を
止
揚
し
て
民
族
全
体
の
素
質
の
改
善
と
い
ふ
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
述
べ
る
と
き
、
そ
の
「
近
代
科
学
の
最
重
要
な
る
も
の
の
一
し
た
る
優
生
学
と
は
、
か
つ
て
の
白
樺
派
的
理
想
の
裏
面
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
古
屋
の
「
民
族
衛
生
学
」
は
、
彼
に
よ
る
と
以
下
の
よ
う
な
「
科
学
的
」
法
則
性
を
も
つ
、
「
真
の
歴
史
」
の
「
原
理
」
に
か
か

わ
る
も
の
で
さ
え
あ
っ
た
。

　
　
　
「
そ
れ
は
即
ち
国
家
社
会
の
種
々
の
事
情
（
経
済
、
思
潮
、
其
の
他
凡
て
の
源
因
）
が
惹
起
す
る
、
民
族
素
質
の
上
に
起
こ
る
と
こ
ろ
の
生
物
学
的
変
化

　
　
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
偉
大
な
る
隠
れ
た
る
力
と
し
て
、
文
化
そ
の
も
の
の
中
に
あ
っ
て
そ
れ
の
性
質
を
根
本
的
に
変
化
せ
し
め
つ
つ
あ
る
。
…
…
古
代
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b）

一入蓋たり畳数 一世帯平均産児数

○・五以下 五・＝二五

○・五一一・○ 五・〇五

一・ 寤鼈黶E五 三・七六

～・ ﾜ一二・○ 三三・四五

二・○一二・五 三・一〇

二・五一三・○ 二・六五

三・O一四・O 二・一＝二

四・○一四・五 ～・ 緕O
四・五一五・○ 一・ l九
五・○以上 一・一ﾜ
（大正15年、小石川区1743世帯対象の調査による。

古屋前掲「童児調節と社会的貧困」、40頁より引

用）

　　　　　　表1

a）帝国内地出生（入口千人二極）

36．2

35．1

34．2

34．9

33．8

34．9

34．8

33．6

34．4

33．0

32．4

32．2

大正9年

　　10年

　　Il年

　　12年

　　13年

　　14年

昭和元年

　　2年

　　3年

　　4年

　　5年

　　6年

（古屋後戸眠族聞題をめぐり

て』34頁より引用）

　
　
文
明
諸
国
は
皆
こ
の
大
な
る
生
物
学
的
変
化
の
波
に
押
さ
れ
、
そ
の
鉄
則
に
打
た
れ
て

　
　
徐
々
に
滅
び
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
「
質
」
の
変
化
は
純
然
た
る
「
生
命
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
の
生
起
扁
の
問
題
で
あ
る
」

　
そ
し
て
古
屋
は
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
も
、
こ
の
「
生

物
学
的
変
化
が
現
れ
始
め
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
諸
国
の
「
文
化
」
を
担

う
「
社
会
の
比
較
的
上
層
階
級
」
や
「
智
識
階
級
」
に
新
マ
ル
サ
ス
主
義
産
児
制
限
が

浸
透
、
全
体
的
な
出
生
率
低
下
を
導
い
て
い
る
一
方
で
、
「
労
働
者
及
下
層
階
級
」
の

出
生
率
は
増
加
し
て
い
る
か
ら
だ
。
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
階
級
分
化
を
、
生
物
界

の
原
則
で
あ
る
「
自
然
淘
汰
」
が
「
社
会
的
淘
汰
」
に
具
現
化
し
た
も
の
と
し
、
遺
伝

的
「
智
能
」
と
階
級
の
相
関
を
明
ら
か
な
事
実
と
考
え
て
い
た
古
屋
に
す
れ
ば
、
こ
れ

は
「
無
識
階
級
、
精
神
病
者
、
悪
質
遺
伝
者
」
の
増
加
と
し
て
ま
さ
に
「
逆
淘
汰
」
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

象
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
古
屋
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の

は
0
・
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
『
西
洋
の
没
落
』
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
彼
は
シ
ュ
ペ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ダ
ラ
ー
の
危
機
感
を
「
生
物
学
」
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
な
お
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
古
屋
は
一
九
三
〇
年
前
後
か
ら
「
学
会
」
な
ど
の
場
で
、
や
は
り
産
児
制
限

の
流
行
か
ら
日
本
「
民
族
」
の
出
生
率
も
低
下
傾
向
に
あ
り
、
し
か
も
階
級
別
の
不
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

衡
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
（
表
1
a
・
b
）
に
つ
い
て
の
危
…
機
感
を
表
明
し
始
め
る
。
そ

の
危
機
感
の
背
景
に
は
昭
和
恐
慌
に
よ
る
都
市
失
業
問
題
な
ど
の
影
も
見
え
隠
れ
し
て

　
　
⑲

い
る
が
、
依
然
と
し
て
人
口
過
剰
論
が
一
般
的
だ
っ
た
当
時
、
古
屋
の
こ
の
主
張
は
全
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く
革
新
的
で
あ
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
い
。
後
の
一
九
三
三
年
に
、
人
口
学
者
上
田
貞
次
郎
が
出
生
率
低
下
と
将
来
の
人
口
減
少
を
指
摘
し
て
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

目
さ
れ
た
時
で
す
ら
な
お
、
そ
れ
は
少
数
派
の
認
識
で
し
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
～
九
三
四
年
ご
ろ
か
ら
「
学
会
」
が
断
種
法
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

運
動
を
開
始
す
る
と
、
古
屋
も
「
逆
淘
汰
」
を
防
止
す
る
手
段
と
し
て
断
種
法
制
定
を
積
極
的
に
支
持
し
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
古
屋
が
「
民
族
衛
生
学
」
を
志
し
た
直
接
の
理
由
に
は
、
ま
ず
日
本
で
未
開
拓
で
あ
っ
た
こ
の
分
野
へ
の
期
待
と
い
う
、
出
遅
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
医
学
者
の
焦
り
が
多
分
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
た
一
面
で
、
彼
の
「
民
族
衛
生
学
」
概
念
が
『
西
洋
の
没
落
瞼
の
影
響
下
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
西
欧
思
想
の
ゆ
き
づ
ま
り
を
反
映
し
た
こ
の
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
の
危
機
感
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
敗
退
な

ど
で
頼
る
べ
き
知
的
方
法
を
失
っ
て
い
た
当
時
の
日
本
知
識
層
を
、
一
般
に
「
日
本
的
な
る
も
の
」
「
民
族
的
な
る
も
の
」
へ
と
向
か
わ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

き
っ
か
け
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
古
屋
の
場
合
に
お
い
て
も
独
自
の
姿
で
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
白
樺
派
「
芸
術

家
」
と
し
て
「
人
類
」
の
「
生
命
」
を
体
現
者
す
る
「
自
己
」
確
立
に
挫
折
し
た
後
、
再
び
「
医
学
者
」
と
な
っ
て
「
民
族
衛
生
学
」
を
見
い

だ
し
た
時
、
そ
れ
は
「
生
物
学
」
の
法
則
に
一
体
化
し
た
「
民
族
と
し
て
の
生
命
」
に
、
「
自
分
と
い
ふ
も
の
」
を
「
止
揚
」
さ
せ
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

F国防国家」の優生学（松村）

①
古
屋
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
古
屋
芳
雄
『
老
学
究
の
手
帖
か
ら
歴
（
社
団
法
入

　
日
本
家
族
計
画
協
会
、
　
一
九
七
〇
年
）
、
「
古
屋
芳
雄
先
生
に
聞
く
」
（
『
公
衆
衛

　
生
随
二
七
巻
皿
号
、
｝
九
六
曳
縄
｝
月
）
を
参
照
し
た
。

②
　
白
樺
派
に
つ
い
て
は
、
久
松
潜
一
編
槻
新
版
　
日
本
文
学
史
七
』
（
至
文
堂
、

　
～
九
七
　
年
）
、
日
本
文
学
研
究
資
料
刊
行
会
編
隅
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書

　
白
樺
派
文
学
㎞
（
有
精
堂
、
一
九
七
四
年
）
、
鈴
木
貞
美
七
生
A
肥
で
読
む
日
本

　
近
代
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
六
年
）
、
久
野
収
・
鶴
見
俊
輔
『
現
代
日

　
本
の
思
想
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
五
六
年
）
な
ど
。

③
こ
の
点
に
つ
い
て
は
松
本
三
之
介
隅
明
治
思
想
史
輪
（
新
曜
社
、
一
九
九
六
年
）

　
の
第
～
二
章
以
下
、
鈴
木
貞
美
前
掲
書
第
W
～
V
章
、
お
よ
び
同
量
大
正
生
命

主
義
」
と
は
何
か
」
（
同
筆
魍
大
正
生
A
叩
主
義
と
現
代
㎞
河
出
書
房
新
社
、
～
九

九
五
年
）
な
ど
。
特
に
鈴
木
の
も
の
は
こ
の
「
生
命
」
の
問
題
を
、
ベ
ル
ク
ソ
ン

な
ど
一
九
世
紀
末
以
来
の
欧
米
近
代
思
想
の
強
い
影
響
を
う
け
て
、
日
露
載
後
の

急
速
な
重
化
学
工
業
の
展
開
、
都
市
化
な
ど
を
背
景
に
、
物
質
文
明
と
利
益
追
求

社
会
と
な
っ
た
「
近
代
」
を
批
判
・
超
克
し
よ
う
と
す
る
門
大
正
生
命
主
義
」
の

思
潮
と
定
義
し
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
後
述
す
る
古
屋
の
門
逆
淘
汰
」
論
に
、
少

な
か
ら
ぬ
「
近
代
」
批
判
の
趣
が
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
「
生
命
」
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
F
・
バ
ウ
ア
ー
『
近
現
代
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
思
想
』
（
鳥
越
輝
昭
訳
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
二
年
）
の
第
四
部
第
五

章
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
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④
　
前
掲
『
大
正
生
命
主
義
と
現
代
㎞
、
二
四
四
頁
で
の
藤
本
寿
彦
に
よ
る
評
価
。

　
な
お
、
『
日
本
近
代
文
学
大
辞
典
　
二
』
（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
れ
ば
、

　
古
屋
は
一
九
一
七
年
一
月
に
雑
誌
『
青
空
㎏
を
創
刊
し
戯
曲
門
地
の
塩
」
、
同
年

　
六
月
隅
生
命
の
川
』
誌
に
小
説
門
地
を
嗣
ぐ
者
駄
を
、
さ
ら
に
九
月
に
は
『
愛
の

　
本
』
を
創
刊
し
て
小
説
『
犠
牲
』
を
発
表
し
て
い
る
。

⑤
噸
白
樺
臨
大
正
六
年
八
月
号
、
＝
九
頁

⑥
古
屋
芳
雄
噸
地
の
塩
臨
（
岩
波
書
店
、
一
九
二
～
年
）
、
七
頁
。

⑦
前
掲
門
古
屋
芳
雄
先
生
に
聞
く
」
、
二
六
頁
。

⑧
前
掲
『
老
学
究
の
手
帖
か
ら
歴
、
二
六
～
七
頁
。
古
屋
は
こ
の
時
期
魍
医
学
統

　
計
法
灯
（
金
原
書
店
）
な
る
著
作
を
も
の
し
て
お
り
、
戦
後
も
そ
れ
は
テ
キ
ス
ト

　
と
し
て
発
売
さ
れ
て
い
た
。

⑨
古
屋
芳
雄
噸
優
生
学
原
理
と
人
類
遺
伝
学
輪
（
雄
由
閣
、
一
九
三
一
年
）
、
二
～

　
三
頁
。
ま
た
こ
の
時
期
の
「
民
族
」
概
念
が
不
明
確
で
多
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た

　
こ
と
は
、
た
と
え
ば
青
木
保
「
「
民
族
」
と
「
ア
ジ
ア
」
か
ら
見
た
近
代
日
本
偏

　
（
青
木
他
編
噸
近
代
日
本
文
化
論
－
嚇
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
を
参
照

　
さ
れ
た
い
。

⑩
前
掲
魍
優
生
学
原
理
と
人
類
遺
伝
学
輪
、
七
～
一
〇
頁
。

⑪
同
前
、
二
九
〇
頁
。

⑫
同
前
、
＝
頁
。

⑬
同
前
、
五
頁
。

⑭
同
前
、
＝
貢
。

⑮
古
屋
芳
雄
「
歴
史
の
生
物
学
」
（
『
民
族
衛
生
歴
一
巻
二
号
、
一
九
王
一
年
六

　
日
月
）
、
七
⊥
ハ
頁
。

⑯
前
掲
『
優
生
学
原
理
と
人
類
遺
伝
学
』
、
二
八
○
⊥
天
七
頁
。
な
お
古
屋
が

　
依
拠
す
る
の
は
、
同
害
二
八
一
頁
に
掲
げ
ら
れ
た
一
九
一
二
年
ド
イ
ツ
で
の
平
均

　
出
産
数
調
査
結
果
で
あ
り
、
「
高
級
宮
吏
及
将
校
扁
「
工
場
労
働
者
」
「
日
雇
人
及

　
下
僕
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
「
輿
入
扁
「
四
人
」
門
五
・
二
人
偏
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
階
級
差
別
と
の
親
和
性
は
優
生
学
に
一
般
的
な
傾
向
の
一
つ
と
い
え
、

　
前
述
の
永
井
に
も
漠
然
と
み
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
認
識
は
、

　
資
本
主
義
が
「
カ
ア
ル
・
マ
ル
ク
ス
」
の
「
社
会
主
義
」
理
論
に
よ
っ
て
も
超
克

　
さ
れ
得
な
い
、
人
類
の
経
済
組
織
に
お
け
る
「
最
後
の
階
段
」
で
あ
る
と
す
る

　
（
「
産
児
調
節
と
社
会
的
貧
困
」
『
東
京
医
事
新
誌
隔
二
七
〇
三
号
、
一
九
三
〇
年

　
｝
二
月
六
日
）
古
屋
の
場
合
、
特
に
著
し
い
。

⑰
同
前
、
；
丁
一
五
頁

⑱
た
と
え
ば
前
掲
「
産
児
調
節
と
社
会
的
貧
困
漏
、
四
〇
頁
な
ど
。

⑲
同
前
、
二
八
九
頁
。
な
お
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
産
児
制
限
運
動
に
つ
い
て

　
は
、
藤
目
ゆ
き
『
性
の
歴
史
学
㎞
（
不
二
出
版
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。

⑳
こ
の
点
を
含
め
、
戦
前
期
日
本
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
は
高
澤
敦
夫
門
戦
時
下

　
に
お
け
る
人
口
問
題
研
究
会
と
人
口
問
題
研
究
所
駄
（
戦
時
下
日
本
研
究
会
編

　
『
戦
時
下
の
日
本
盤
行
路
社
、
一
九
九
二
年
）
、
岡
崎
文
規
㎎
民
族
の
悠
久
性
』

　
（
電
通
患
版
部
、
　
一
九
四
三
年
）
、
同
『
人
口
学
入
門
睡
（
讃
文
社
、
　
一
九
五
〇

　
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
例
え
ば
古
屋
芳
雄
『
民
族
問
題
を
め
ぐ
り
て
』
（
人
文
書
院
、
一
九
三
五
年
）

　
の
一
五
〇
頁
以
下
。
ま
た
「
協
会
」
な
ど
に
よ
る
こ
の
時
期
の
断
種
法
制
定
運
動

　
に
関
し
て
は
、
鈴
木
、
藤
野
各
前
掲
書
、
お
よ
び
前
掲
野
宿
論
文
に
く
わ
し
い
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
断
種
法
の
問
題
は
、
後
日
用
意
さ
れ

　
る
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

⑫
　
前
掲
「
古
屋
芳
雄
先
生
に
聞
く
」
、
｝
エ
ハ
頁
。

⑬
　
橋
川
文
三
『
近
代
日
本
政
治
思
想
の
諸
相
』
（
未
来
社
、
一
九
六
八
年
）
、
二
五

　
～
六
頁
。
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二
　
「
国
防
国
家
」
建
設
と
優
生
学
の
導
入

「国防国家」の優生学（松村）

　
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
は
、
陸
軍
革
新
幕
僚
に
よ
る
満
蒙
問
題
の
解
決
と
国
防
国
家
体
制
構
築
へ
の
契
機
と
な
っ
た
。
当
時
、
満
州
侵
略

を
正
当
化
す
る
た
め
に
過
剰
人
口
の
処
理
と
い
う
論
理
が
使
わ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
石
原
莞
爾
を
中
心
と
す
る
関
東
軍

が
要
求
し
た
満
州
移
民
の
国
策
化
と
は
、
む
し
ろ
「
人
ロ
問
題
等
ノ
解
決
ハ
南
洋
特
二
上
州
二
求
ム
ル
ヲ
要
ス
ル
モ
現
今
ノ
急
務
ハ
先
東
亜
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

盟
ノ
核
心
タ
ル
日
満
支
三
国
協
同
ノ
実
ヲ
挙
ク
ル
ニ
ア
リ
」
と
、
「
世
界
最
終
戦
」
を
念
頭
に
お
く
「
国
防
」
体
嗣
構
築
の
一
環
と
し
て
、
「
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

国
大
陸
発
展
の
根
基
」
を
築
く
「
優
良
な
る
大
和
民
族
」
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
陸
軍
省
新
聞
班
が
一
九
三
四
年
、
「
広
義
国

防
」
に
関
す
る
「
陸
軍
の
総
意
」
と
し
て
発
行
し
た
開
国
防
の
本
義
と
其
強
化
の
提
唱
』
は
、
「
国
防
力
構
成
要
素
中
篇
一
義
的
重
要
性
を
有

す
る
も
の
」
と
し
て
「
保
健
政
策
」
に
よ
る
「
人
的
要
素
」
の
「
充
実
培
養
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
国
家
の
全
活
力
を
最
大
限
度
に
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

嘉
せ
し
む
る
如
く
、
国
家
及
社
会
を
組
織
し
、
運
営
す
る
こ
と
」
、
す
な
わ
ち
「
国
防
国
家
」
体
制
へ
の
転
換
要
求
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
こ
の
「
国
防
国
家
」
建
設
の
な
か
へ
と
優
生
学
が
次
第
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
過
程
を
、
古

屋
が
厚
生
省
と
人
ロ
問
題
研
究
所
に
入
る
以
前
の
動
き
と
し
て
あ
と
づ
け
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
一
九
三
六
年
六
月
、
陸
軍
は
徴
兵
検
査
の
成
績
悪
化
を
理
由
に
、
「
広
義
国
防
」
に
不
可
欠
な
「
国
民
保
健
衛
生
の
振
興
」
の
た
め
「
衛
生

省
」
設
置
を
要
求
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
内
閣
調
査
局
で
は
同
年
中
に
「
衛
生
国
策
」
に
つ
い
て
の
種
々
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

「
調
査
立
案
」
の
中
心
人
物
で
あ
る
内
閣
調
査
局
専
門
委
員
南
岩
雄
は
、
一
〇
月
段
階
で
「
保
健
国
策
の
体
系
に
関
す
る
私
見
」
を
公
表
す
る
。

そ
れ
は
「
単
な
る
、
疾
病
の
治
療
、
欠
陥
の
除
去
に
止
ら
ず
、
遠
く
日
本
国
家
の
完
成
、
大
和
民
族
の
発
展
」
の
た
め
、
「
優
生
的
方
面
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
て
「
結
婚
相
談
」
「
断
種
法
」
な
ど
も
政
策
立
案
の
対
象
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
三
七
年
五
月
、
陸
軍
が
提
案
し
た
「
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

生
寸
感
要
綱
」
に
は
「
国
民
資
質
の
改
良
に
関
す
る
事
項
」
と
し
て
「
優
生
課
」
の
設
置
が
盛
り
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
こ
こ

で
は
っ
き
り
と
優
生
学
の
国
策
化
が
「
国
防
国
家
」
建
設
の
日
程
に
の
ぼ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
「
衛
生
省
」
案
成
立
の
主
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動
力
で
あ
る
、
当
時
の
陸
軍
省
医
務
局
長
小
泉
親
彦
の
意
向
に
も
一
致
し
て
い
た
。
彼
は
「
吾
入
ハ
先
ズ
大
和
民
族
ノ
興
隆
ヲ
最
近
最
大
ノ
目

標
ト
ナ
シ
、
双
差
族
ノ
遺
伝
物
質
ヲ
万
世
不
易
連
綿
ト
シ
テ
後
昆
二
伝
へ
、
崇
高
ナ
ル
皇
国
ノ
使
命
ヲ
全
フ
ス
ル
ニ
努
力
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ

⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

イ
」
と
い
う
信
念
を
も
ち
、
実
際
に
「
学
会
」
設
立
当
初
か
ら
の
評
議
員
と
な
る
な
ど
、
優
生
学
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

彼
は
ま
た
「
学
会
」
を
通
じ
て
古
屋
の
「
民
族
衛
生
学
」
に
触
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
二
人
の
問
に
は
若
干
の
面
識
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
「
衛
生
省
」
案
は
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
で
も
懸
案
と
な
り
、
新
設
の
企
画
庁
が
そ
の
検
討
を
始
め
る
が
、
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
「
民
族
衛
生
の
基
礎
的
調
査
」
と
し
て
優
生
学
が
「
将
来
実
施
セ
ン
ト
ス
ル
重
要
政
策
」
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
予
期

せ
ぬ
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
新
省
設
置
は
延
期
と
な
っ
た
た
め
、
陸
軍
は
「
再
び
新
省
設
置
促
進
に
積
極
的
に
乗
出
し
活
発
な
る
活
動
」
を

　
　
　
　
　
⑫

は
じ
め
て
い
く
。
軍
内
で
は
少
な
く
と
も
一
九
三
八
年
春
ま
で
は
日
中
戦
争
の
早
期
解
決
と
、
将
来
の
対
ソ
、
対
米
戦
争
へ
の
準
備
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ち
国
家
総
動
員
体
制
確
立
が
目
標
だ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
現
状
に
即
応
す
る
戦
時
保
健
政
策
だ
け
で
は
な
い
。

す
で
に
陸
軍
は
一
九
三
七
年
六
月
の
段
階
で
、
「
国
民
体
位
ノ
向
上
ト
労
働
力
培
養
ノ
為
ノ
保
健
省
新
設
」
を
「
日
満
支
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
ノ
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

成
」
を
つ
う
じ
た
「
帝
国
ノ
総
合
的
国
防
力
ノ
拡
充
」
の
施
策
と
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
優
生
学
の
国
策
化
を
伴
う
新
品
設

置
と
は
「
帝
国
ノ
国
力
増
強
特
二
国
防
充
実
過
程
」
の
問
題
と
し
て
、
遠
大
な
「
対
世
界
外
交
方
針
」
匪
「
帝
国
ハ
東
亜
ノ
保
護
指
導
者
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ノ
地
位
ヲ
永
久
二
確
立
ス
ル
」
前
段
階
の
準
備
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
軍
の
積
極
的
な
「
活
動
」
の
結
果
、
政
府
も
新
省
設
置
を
「
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

後
の
関
係
等
を
考
慮
す
る
時
は
一
刻
も
放
任
を
許
さ
ぬ
」
と
し
、
つ
い
に
一
九
三
八
年
…
月
一
一
日
「
厚
生
省
」
が
、
予
防
局
の
筆
頭
課
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
優
生
課
」
を
お
い
て
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
一
九
三
八
年
一
〇
月
、
財
団
法
人
人
口
問
題
研
究
会
な
る
団
体
が
開
催
し
た
第
二
回
人
口
問
題
全
国
協
議
会
に
お
い
て
、
初
代
厚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

相
の
木
戸
幸
一
が
「
我
が
国
人
口
政
策
上
事
変
下
二
戸
テ
特
二
留
意
ス
ベ
キ
点
」
に
つ
い
て
の
政
府
諮
問
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
研
究
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
一
九
三
三
年
、
内
務
省
社
会
局
内
で
発
足
し
た
半
官
半
民
団
体
で
あ
り
、
今
回
の
「
協
議
会
」
開
催
時
に
は
す
で
に
厚
生
省
社
会
局
に
事
務

所
を
移
し
て
い
た
。
さ
て
、
こ
の
「
研
究
会
」
は
創
設
当
初
か
ら
移
民
問
題
、
特
に
満
州
副
耳
へ
の
強
い
関
心
を
特
色
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
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⑳

一
九
三
六
年
置
は
広
田
内
閣
に
「
移
植
民
振
興
方
策
並
二
満
州
移
民
二
関
ス
ル
建
議
」
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
成
に
関
わ
っ
た

「
指
導
理
事
」
の
那
須
皓
が
、
満
州
事
変
前
後
か
ら
加
藤
完
治
ら
と
共
に
関
東
軍
の
満
州
移
民
計
画
作
成
の
積
極
的
推
進
者
と
し
て
の
～
翼
を

　
　
　
　
　
⑳

に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
そ
の
背
景
に
は
陸
軍
や
関
東
軍
と
の
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
一
方
で
、
「
協
議
会
」
に
も
一
九
三
七
年
の
第

一
回
開
催
以
来
、
佐
藤
賢
了
な
ど
陸
軍
省
軍
務
課
や
参
謀
本
部
の
メ
ン
バ
ー
が
多
数
出
席
し
て
お
り
、
今
回
は
陸
軍
少
将
松
室
孝
良
が
「
皇
国

の
大
陸
政
策
と
民
族
問
題
」
と
い
う
題
で
報
告
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
木
戸
の
諮
問
に
対
す
る
「
協
議
会
」
側
の
答
申
が
「
日
満
支
ヲ
一

体
」
と
し
た
「
長
期
建
設
ノ
遂
行
二
際
シ
…
…
人
的
資
源
ヲ
計
画
的
二
配
置
」
す
る
た
め
、
「
人
口
政
策
民
族
政
策
ト
大
陸
経
営
方
策
ト
ノ
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

機
的
協
力
」
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
も
以
上
の
点
を
ぬ
き
に
は
理
解
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
協
議
会
」
答
申
が
同
時
に
、
「
支
那
事
変
ノ
拡
大
進
展
二
伴
ヒ
、
其
ノ
人
ロ
ニ
及
ボ
ス
ベ
キ
影
響
ハ
漸
次
二
表
面

化
シ
深
刻
化
セ
ン
ト
ス
ル
情
勢
」
へ
の
危
機
感
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
創
設
当
初
の
「
研
究
会
」
は
前
述
の
上
田
貞
次
郎
を
「
指
導

理
事
」
に
お
い
て
い
な
が
ら
、
当
時
の
一
般
的
人
口
問
題
認
識
を
反
映
し
、
あ
く
ま
で
不
況
下
の
失
業
問
題
と
過
剰
人
口
問
題
の
解
決
を
中
心

　
　
　
　
　
　
⑳

課
題
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
や
「
我
が
国
ノ
人
口
増
殖
力
ハ
…
近
時
漸
減
ノ
傾
向
ヲ
示
シ
、
然
モ
今
次
事
変
ヲ
契
機
ト
シ
テ
更
二
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

速
ナ
ル
減
少
ヲ
来
ス
ノ
虞
レ
ア
リ
」
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
は
ま
ず
上
田
の
主
張
が
日
中
戦
争
の
長

期
化
に
伴
い
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
よ
う
。
し
か
し
「
研
究
会
」
に
ま
も
な
く
、
「
今
こ
そ
出
生
率
維
持
増
加
政
策
を
採
る
べ
き
の

時
期
と
撫
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
…
…
出
産
減
退
は
其
の
社
会
的
特
性
に
よ
っ
て
逆
淘
汰
を
促
進
せ
し
め
る
。
一
般
に
、
淘
汰
の
見
地
よ
り
見
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ば
、
優
生
学
的
政
策
は
多
産
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
主
張
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
こ
に
は
こ
の
答
申
起
草

委
員
六
名
の
う
ち
に
加
わ
っ
て
い
た
、
か
の
古
屋
芳
雄
の
年
来
の
思
想
も
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
以
下
の
よ
う
な

人
口
問
題
の
「
転
換
」
期
の
到
来
と
い
う
認
識
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
「
…
…
満
州
事
変
を
契
機
と
す
る
大
陸
経
営
の
実
践
は
、
真
の
民
族
接
触
の
経
験
に
乏
し
か
っ
た
大
和
民
族
に
異
民
族
に
対
す
る
認
識
を
深
め
自
己
の
民

　
　
族
的
使
命
の
自
覚
を
促
し
た
。
満
州
移
民
の
実
行
が
民
族
発
展
の
先
駆
者
と
し
て
優
秀
な
る
人
口
を
要
求
す
る
と
共
に
、
従
来
の
出
稼
移
民
乃
至
は
過
剰
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人
ロ
移
民
の
観
念
で
は
到
底
理
解
し
得
な
い
其
の
民
族
的
意
義
を
与
え
た
。
以
上
の
諸
要
因
に
よ
っ
て
過
剰
人
口
処
理
の
問
題
は
人
的
資
源
酒
養
の
問
題

　
　
に
…
…
民
族
的
人
口
問
題
に
急
速
度
の
転
換
を
行
っ
た

　
し
た
が
っ
て
今
回
の
答
申
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
「
我
が
国
策
ノ
遂
行
ヲ
可
能
ナ
ラ
シ
ム
ル
」
た
め
、
「
人
口
政
策
ノ
綜
合
的
、
組
織
的
調
査
研

究
」
に
も
と
つ
く
「
根
本
的
対
策
」
の
樹
立
を
提
起
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
協
議
会
」
は
新
設
の
厚
生
省
に
い
ま
だ
そ
の
た
め
の
機
関
や
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

局
が
な
い
こ
と
か
ら
、
「
入
口
問
題
二
関
ス
ル
国
立
常
設
調
査
機
関
設
置
」
を
も
要
求
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
例
え
ば
前
出

の
小
泉
が
衛
生
省
創
設
に
関
し
「
既
に
生
産
率
（
1
1
出
生
率
…
…
松
村
）
に
お
い
て
暗
影
を
生
じ
て
居
り
…
之
等
に
就
い
て
も
早
く
善
処
し
て
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

運
の
発
展
の
為
に
国
家
的
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
、
陸
軍
の
意
図
と
も
一
致
し
て
い
た
と
い

え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
う
け
　
九
三
九
年
八
月
二
五
日
、
厚
生
省
に
国
立
人
ロ
問
題
硯
究
所
が
つ
い
に
創
設
さ
れ
る
。
そ
の
奏
す
ぐ
に
出
さ

れ
た
「
人
口
問
題
研
究
所
に
於
て
直
ち
に
調
査
研
究
に
着
手
す
べ
き
主
要
調
査
研
究
事
項
（
案
）
」
で
は
、
「
出
生
率
増
加
方
策
に
関
す
る
研

究
」
や
、
日
中
戦
争
が
人
口
に
も
た
ら
す
「
優
生
学
的
影
響
」
を
は
じ
め
、
「
人
口
の
質
」
に
つ
い
て
「
一
、
両
親
の
質
と
児
童
の
質
　
二
、

両
親
の
所
得
別
、
職
業
別
、
教
育
程
度
別
児
童
の
質
」
が
検
討
予
定
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
正
式
な
国
策
研
究
の
中
に
古
屋
の
主
張

と
の
～
致
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
民
族
問
題
に
た
い
し
て
は
＝
、
民
族
性
に
関
す
る
研
究
、
二
、
異
民
族
混
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
関
す
る
砥
究
、
三
、
異
民
族
接
触
及
び
同
化
に
関
す
る
研
究
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
新
設
の
予
防
局
の
優
生
政
策
と

の
連
絡
協
力
を
前
提
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
協
議
会
」
側
評
議
員
の
一
人
に
予
防
局
長
高
野
六
郎
が
参
加
し
、
同
局
の
技
師
青
木
延
春
も
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

場
で
断
種
法
の
研
究
報
告
を
お
こ
な
っ
て
い
た
事
実
が
す
で
に
示
唆
し
て
い
た
。

　
し
て
み
れ
ば
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
伴
っ
て
、
古
屋
を
含
む
「
研
究
会
」
を
中
心
と
し
た
人
々
か
ら
提
起
さ
れ
た
「
人
口
政
策
民
族
政
策

ト
大
陸
経
営
方
策
ト
ノ
有
機
的
協
力
」
と
は
、
優
生
課
の
設
置
と
し
て
ひ
と
ま
ず
国
策
化
さ
れ
た
優
生
学
を
、
さ
ら
に
「
生
存
者
」
拡
大
を
自

己
目
的
と
す
る
「
国
防
国
家
」
の
論
理
へ
と
必
然
的
に
位
置
づ
け
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
圏
防
国
家
偏
の
優
生
学
を
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

徴
す
る
出
来
事
が
、
人
口
政
策
の
た
め
「
真
に
科
学
的
調
査
研
究
を
遂
げ
」
る
こ
と
を
め
ざ
す
国
立
人
口
問
題
研
究
所
の
新
設
で
あ
っ
た
。
次
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章
で
は
、

ろ
う
。

こ
れ
ら
の
動
き
の
背
景
で
古
屋
の
思
想
が
い
か
な
る
展
開
を
み
せ
て
い
た
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
説
き
お
こ
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な

①
石
原
莞
爾
「
軍
事
上
ヨ
リ
見
タ
ル
皇
国
ノ
国
策
並
国
防
計
画
要
綱
」
一
九
三
三

　
年
六
月
（
角
璃
順
編
『
石
原
莞
爾
資
料
　
国
防
論
策
篇
』
原
書
房
、
一
九
九
四
年
、

　
　
三
四
頁
）
。

②
陸
軍
省
「
満
州
開
発
方
案
要
網
」
一
九
三
六
年
八
月
（
島
曝
俊
彦
ほ
か
編
『
現

　
代
史
資
料
　
八
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
、
七
〇
四
頁
）
。

③
高
橋
正
衛
編
『
現
代
史
資
料
五
腕
（
み
す
ず
轡
房
、
一
九
六
四
年
）
、
二
六
六

　
～
入
二
頁
。

④
前
掲
安
部
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
㎞
、
一
二
六
頁
。

⑤
『
東
京
医
事
新
誌
隔
二
九
八
九
号
、
～
九
三
六
年
七
月
四
日
、
四
七
頁
。

⑥
同
前
三
〇
〇
二
号
、
一
九
三
六
年
～
○
月
｝
○
日
、
七
二
頁
。
な
お
、
こ
こ
で

　
登
場
す
る
内
閣
調
査
局
と
は
、
一
九
三
五
年
に
岡
田
啓
介
内
閣
の
も
と
に
設
置
さ

　
れ
た
総
合
国
策
機
関
で
あ
り
、
後
の
企
画
庁
、
企
画
院
の
前
身
で
あ
る
。
そ
れ
ら

　
各
機
関
の
主
導
権
は
、
陸
軍
省
軍
務
局
を
中
心
と
す
る
陸
軍
の
統
制
派
幕
僚
、
お

　
よ
び
い
わ
ゆ
る
革
新
官
僚
が
に
ぎ
っ
て
い
た
（
古
川
隆
久
吻
昭
和
戦
中
期
の
綜
合

　
国
策
機
関
』
吉
川
弘
文
館
、
｝
九
九
二
年
、
三
六
一
八
頁
）
。

⑦
厚
生
省
五
十
年
史
編
輯
委
員
会
編
噸
厚
生
省
五
十
年
史
記
立
塩
』
（
厚
生
問

　
題
研
究
会
、
一
九
八
八
年
）
、
三
七
九
頁
。

⑧
小
泉
親
彦
『
軍
陣
衛
生
』
（
金
原
商
店
、
一
九
二
七
年
）
、
一
頁
。

⑨
『
毘
族
衛
生
』
～
巻
～
号
、
一
為
三
年
三
月
、
九
九
頁
。

⑩
　
前
掲
『
老
学
究
の
手
帖
よ
り
』
四
四
t
五
頁
に
よ
れ
ば
、
小
泉
は
金
沢
医
大
晴

　
代
の
古
屋
と
部
下
の
論
文
に
つ
い
て
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
、
ま
た
古
屋
が
小
泉

　
の
講
演
に
行
っ
た
際
に
は
、
彼
と
「
暇
が
あ
っ
た
ら
陸
軍
省
の
方
に
遊
び
に
来
て

　
下
さ
い
」
と
談
笑
し
て
い
た
と
い
う
。

⑪
企
画
庁
「
厚
生
省
（
当
時
仮
称
社
会
保
険
省
）
創
設
関
係
資
料
砧
一
九
王
八
年

　
一
月
（
石
川
準
吉
隅
国
家
総
動
員
史
　
資
料
編
四
囲
国
家
総
動
員
史
刊
行
会
、
　
一

　
九
七
六
年
、
六
七
六
頁
）
。

⑫
『
東
京
医
事
新
誌
』
三
〇
六
二
号
、
一
九
三
七
年
一
二
月
二
日
、
五
八
頁
。

⑬
入
江
昭
魍
太
平
洋
戦
争
の
起
源
』
（
篠
原
初
枝
訳
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

　
九
一
年
）
、
　
八
開
ハ
百
ハ
。

⑭
陸
軍
省
「
重
要
座
業
五
力
年
計
画
要
綱
実
施
に
関
す
る
政
策
大
綱
（
案
と
（
前

　
掲
『
石
原
莞
爾
資
料
』
、
一
六
二
頁
）
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
防
衛
庁
防
衛
研

　
修
所
瓢
頼
史
室
｛
『
戦
由
人
叢
書
　
陸
軍
・
軍
需
引
動
員
　
　
－
』
（
細
秘
語
畳
新
聞
社
、
　
一
九
六
七

　
年
）
、
五
九
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑮
参
謀
本
部
第
二
課
「
帝
国
外
交
方
針
改
正
意
見
」
一
九
三
七
年
　
月
六
日
（
前

　
掲
『
石
原
莞
爾
資
料
』
、
一
九
四
頁
）
。

⑯
前
掲
隅
厚
生
省
五
十
年
史
駈
、
三
八
五
頁
。

⑰
噸
東
京
医
事
新
誌
㎞
三
〇
六
二
号
、
一
九
三
七
年
十
二
月
＝
日
、
五
八
頁
。

⑱
財
団
法
入
人
口
問
題
研
究
会
『
第
二
二
人
口
問
題
全
国
協
議
会
報
蘭
書
』
（
財

　
団
法
人
人
口
問
題
研
究
会
、
一
九
三
九
年
）
、
三
一
頁
。
な
お
、
以
下
こ
の
人
口

　
問
題
研
究
会
を
「
研
究
会
」
、
入
口
問
題
全
国
協
議
会
を
「
協
議
会
」
と
そ
れ
ぞ

　
れ
略
記
す
る
。

⑲
こ
の
「
研
究
会
」
に
つ
い
て
は
前
掲
高
澤
論
文
お
よ
び
、
財
団
法
人
入
口
問
題

　
研
究
会
編
『
人
口
問
題
研
究
会
五
〇
年
略
史
輪
（
同
会
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
を

　
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
隅
人
口
問
題
幅
一
巻
四
号
、
一
九
三
六
年
＝
耳
、
二
五
頁
。
こ
の
建
議
は
同

　
年
四
月
；
百
に
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
同
年
五
月
に
は
閲
東
軍
の
「
満
州
農
業
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移
民
百
万
戸
移
住
計
画
」
案
も
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
東
軍
や
石
原
を
中

　
心
と
す
る
参
謀
本
部
な
ど
と
歩
調
を
あ
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
満
州
開
拓
史
復
刊
委
員
会
編
噸
満
州
開
拓
史
隔

　
（
全
国
拓
友
協
議
会
、
　
九
八
○
年
）
、
三
四
頁
以
下
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫
　
財
晒
法
人
人
口
問
題
研
究
会
『
第
一
回
人
口
問
題
全
国
協
議
会
報
告
害
』
（
財

　
団
法
人
人
口
闘
題
研
究
会
、
一
九
三
八
年
）
お
よ
び
前
掲
『
第
二
回
入
口
問
題
全

　
国
協
議
会
報
告
書
』
の
門
出
席
者
名
簿
」
。

⑬
　
前
掲
『
第
二
回
人
口
問
題
全
国
協
議
会
報
皆
書
』
こ
四
｝
頁
に
よ
れ
ば
、
そ
の

　
内
容
は
「
民
族
政
策
の
取
扱
ひ
方
、
東
亜
に
於
け
る
民
族
の
中
に
矢
張
り
中
心
の

　
指
導
勢
力
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
が
其
中
心
と
な
り
、
確
乎
た
る
我
民
族

　
稲
互
問
の
聯
繋
を
保
っ
て
進
む
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

⑳
　
前
掲
園
田
二
回
人
口
問
題
全
国
協
議
会
報
告
書
隔
、
四
二
頁
。

⑳
　
前
掲
噸
人
口
問
題
研
究
会
五
〇
年
略
史
隔
、
二
九
頁
。

⑳
　
前
掲
『
第
二
回
人
口
問
題
全
国
協
議
会
報
告
書
臨
、
四
五
頁
。

⑳
同
前
四
四
頁
。

⑳
　
館
稔
「
事
変
下
の
我
が
国
の
人
口
問
題
と
大
陸
経
営
の
民
族
的
使
命
」
（
『
医
事

　
公
論
葱
　
一
九
三
七
弩
、
一
九
三
九
年
五
月
六
日
）
、
三
三
頁
。
な
お
、
こ
の
館
と

　
い
う
人
物
は
研
究
員
と
し
て
創
設
以
来
「
研
究
会
」
の
実
質
的
活
動
を
担
う
中
心

　
的
存
在
で
あ
り
（
前
掲
商
暴
論
文
一
〇
六
頁
）
、
そ
の
発
言
は
嶺
時
の
「
研
究
会
」

　
の
見
解
を
代
表
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
。

⑳
　
前
掲
『
第
二
回
人
口
問
題
全
国
協
議
会
報
告
嘗
輪
、
三
三
頁
。

⑳
前
掲
館
論
文
、
三
二
頁
。

⑳
前
掲
噛
第
二
回
人
口
問
題
全
国
協
議
会
報
霜
害
』
、
四
八
頁
。

⑫
　
小
泉
親
彦
「
国
策
遂
行
に
関
し
人
的
国
力
の
現
状
に
就
て
」
（
噸
東
京
医
事
新

　
誌
葱
二
九
九
〇
号
、
一
九
三
六
年
七
月
一
一
日
）
、
四
二
頁
。

⑳
〉
　
躍
果
詣
凧
医
一
事
新
二
心
睡
コ
＝
六
五
七
巡
、
　
一
・
兀
～
二
九
年
＝
一
月
一
六
日
、
四
三
百
パ
。

⑭
前
掲
『
第
二
回
田
ロ
問
題
全
国
協
議
会
報
告
書
触
＝
〇
三
頁
、
お
よ
び
青
木

　
延
春
「
断
種
瞬
度
の
遺
伝
学
的
基
礎
」
（
同
九
八
○
頁
以
下
）
。

⑳
　
噸
人
口
問
題
研
究
一
続
一
巻
第
五
号
、
一
九
四
〇
年
八
月
、
六
四
頁
。
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三
　
古
麗
の
思
想
的
展
開
と
「
国
防
国
家
」
へ
の
参
画

　
さ
て
、
古
屋
は
一
九
三
五
年
前
後
か
ら
、
当
時
の
世
界
的
な
民
族
主
義
運
動
の
高
揚
と
そ
の
原
因
を
、
「
世
界
大
戦
後
、
西
欧
諸
文
明
国
に

見
ら
れ
る
に
到
っ
た
、
出
生
力
の
激
減
」
に
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
ナ
チ
ス
の
優
生
政
策
な
ど
を
例
に
「
要
す
る
に
今
日
の
欧
羅
田
諸
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
民
族
擁
護
運
動
は
、
民
族
生
物
学
の
観
念
か
ら
真
剣
に
創
め
ら
れ
た
」
と
の
認
識
を
強
め
て
い
た
。
古
屋
は
、
こ
の
頃
か
ら
し
ば
し
ば
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
研
究
に
「
民
族
生
物
学
」
と
い
う
独
自
の
表
現
を
与
え
て
い
た
が
、
そ
れ
は
古
屋
「
民
族
衛
生
学
」
の
体
系
化
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
に
と
っ
て
は
そ
の
研
究
こ
そ
「
目
下
の
我
国
の
対
外
問
題
と
し
て
の
国
防
問
題
」
や
、
「
方
今
世
上
喧
し
く
議
論
せ
ら
れ
つ
つ
あ



「国防国家」の優生学（松村）

る
日
本
精
神
作
興
の
問
題
」
の
根
幹
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
社
会
の
教
養
あ
る
階
級
や
、
合
理
主
義
的
教
育
を
う
け

た
現
代
の
青
年
層
」
に
も
、

　
　
　
門
日
本
精
神
の
好
宜
は
日
本
民
族
の
生
物
学
的
素
質
と
、
こ
れ
に
依
存
す
る
精
神
素
質
の
固
有
性
の
自
覚
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
好

　
　
ま
し
い
も
の
で
あ
ら
う
が
無
か
ら
う
が
、
固
有
な
る
も
の
は
絶
対
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
的
な
る
も
の
は
運
命
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
我
ら
は
思
ひ

　
　
上
が
っ
た
態
度
を
や
め
て
、
先
づ
以
て
叢
に
患
ひ
を
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蘇
に
冷
や
や
か
な
る
、
事
実
を
柾
げ
な
い
生
物
学
の
メ
ス
が
要
望
せ
ら
る
る
の

　
　
　
　
③

　
　
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ン
ス
チ
エ
ン
デ
ン
タ
　
ル

と
い
う
、
マ
焦
思
主
義
的
乃
至
超
　
絶
　
的
な
説
述
」
を
排
し
た
認
識
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
た
。
古
屋
は
「
精
神
が
肉
体
の
従
属
で
あ

る
扁
こ
と
が
自
明
で
あ
る
以
上
、
民
族
固
有
の
「
精
神
形
質
」
も
「
生
物
学
的
な
性
質
」
と
し
て
、
多
く
の
形
質
中
か
ら
そ
の
土
地
の
風
土
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

気
候
の
淘
汰
に
蓄
え
て
残
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
「
日
本
精
神
」
も
か
の
「
罠
族
血
液
」
、
す
な
わ
ち
「
事
実
を
柾
げ
な
い
生
物

学
」
の
問
題
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ま
さ
に
「
絶
対
的
」
で
「
運
命
的
」
な
も
の
と
し
て
「
以
心
伝
心
各
自
が
体
得
し
て
居
れ
ば
そ
れ
が
　
番
い

い
」
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
古
屋
は
こ
の
「
日
本
昆
族
特
有
の
民
族
精
神
」
を
「
小
我
を
捨
て
て
大
我
に
帰
入
す
る
心
が
ま
へ
」
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ち
「
大
い
な
る
我
の
中
に
自
己
を
見
出
さ
ん
と
す
る
熱
烈
な
希
念
」
だ
と
し
た
。

　
こ
こ
に
は
前
述
し
た
、
生
物
学
的
な
「
自
分
と
い
ふ
も
の
」
の
認
識
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
が
、
同
時
に
古
屋
は
こ
こ
で
「
芸
術
」
も

「
民
族
精
神
」
の
た
だ
驚
嘆
す
べ
き
、
神
秘
的
な
「
誠
に
不
思
議
な
現
象
」
で
し
か
あ
り
得
な
い
と
い
う
結
論
を
導
い
て
お
り
、
そ
れ
が
自
樺

派
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
然
る
に
或
る
一
派
に
提
唱
せ
ら
れ
た
人
道
主
義
芸
術

は
、
そ
れ
自
体
、
決
し
て
低
い
芸
術
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
も
つ
べ
き
理
想
を
も
強
く
表
現
し
て
み
る
の
だ
が
、
ど
こ
か
ま
だ
翻
訳
も
の
臭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
生
々
し
さ
が
取
れ
ず
、
日
本
人
固
有
の
精
神
と
そ
の
要
求
の
表
現
を
鉄
い
だ
た
め
に
、
卒
然
と
し
て
流
行
か
ら
去
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
い
ま
や
彼
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
は
「
芸
術
」
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
「
文
化
」
の
う
ち
に
「
民
族
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
マ

神
」
の
反
映
を
看
取
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
と
り
わ
け
古
屋
が
重
視
し
た
の
が
「
家
族
主
義
（
国
体
観
念
も
こ
れ
を
離
れ
て
は
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表2　階級別出生速度の比較

階級 農山村 純農村 市　民 教　員 女子大

同棲期閾 （石川県） （富山県） （金沢） （千葉） 卒業生

0－5 0．50 0．56 0．49 0．49 ＊

5一ユ0 2．14 1．96 1．75 L77 2．02

10－15 3．55 3．48 2．79 2．83 2．74

15－20 4．63 4．51 3．64 3．53 3．6ユ

20－25 5．32 4．77 4．19 4．06 4．06

25－30 5．52 5．83 4．45 ＊ ＊

（古屋前掲眠族問題をめぐりて』、174頁より引用）

な
い
）
」
で
あ
る
。
古
屋
は
そ
こ
か
ら
前
述
の
「
逆
淘
汰
」
現
象
の
原
因
を
反
照
し
、
今
日
「
都
市
」
の

「
知
識
的
に
目
覚
め
た
る
階
級
…
…
上
層
の
文
化
生
活
者
」
た
ち
に
浸
透
す
る
「
欧
羅
巴
仕
込
み
の
個
人

主
義
で
あ
り
自
由
主
義
」
が
こ
の
「
日
本
民
族
特
有
の
民
族
精
神
」
を
悪
化
さ
せ
、
産
児
制
限
を
流
行
さ

せ
た
と
述
べ
る
。
古
屋
は
そ
れ
に
対
し
て
依
然
と
し
て
高
い
出
生
率
を
保
ち
（
表
2
）
、
「
都
市
」
に
多
く

の
「
文
化
生
活
者
」
を
供
給
す
る
理
想
的
モ
デ
ル
と
し
て
「
農
村
」
を
位
置
づ
け
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
、

「
農
村
」
の
「
大
家
族
主
義
」
こ
そ
、
「
精
緻
な
近
代
生
物
学
、
遺
伝
学
」
に
基
づ
く
「
民
族
衛
生
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

見
て
最
効
果
的
」
で
あ
り
、
ゆ
え
に
本
来
的
な
「
民
族
精
神
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
認
識
は
、
古
屋
自
身
も
大
分
県
の
農
村
で
九
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
れ
た
「
文
化
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

活
者
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
以
降
彼
は
、
か
つ
て
自
ら
が
傾
倒

し
挫
折
し
た
「
欧
羅
巴
仕
込
み
」
の
思
想
に
対
す
る
決
別
を
通
じ
て
、
自
ら
「
農
村
の
セ
ン
チ
メ
ン
ト
」

と
よ
ぶ
も
の
を
、
「
価
値
批
判
を
越
え
た
絶
対
の
も
の
…
…
つ
ま
り
民
族
的
、
血
液
的
で
、
国
境
を
越
え

　
　
　
⑨

ら
れ
な
い
」
回
帰
の
対
象
と
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
前
述
の
「
研
究
所
」
設
置
が
決
定
し
た
翌
年
の
二
月
に
、
古
屋
は
「
今
日
人
口
問
題
研
究
所
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
研
究
所
も
…
…
民
族
生
物
学
と
し
て
の
人
口
問
題
を
取
り
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

げ
て
国
策
指
導
の
役
目
を
果
た
す
べ
き
」
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
古
屋
が
日
中
戦
争
の
進

展
と
い
う
「
重
大
時
局
」
を
契
機
に
、

　
　
　
「
現
下
の
日
本
は
一
日
も
早
く
、
国
策
指
導
の
根
本
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
を
掴
む
べ
き
必
要
に
迫
ら
れ
て
居
る
。
即

　
　
ち
適
正
に
し
て
妥
当
な
る
、
ま
た
日
本
民
族
百
年
の
大
計
に
立
脚
し
た
指
導
原
理
に
よ
っ
て
一
切
の
政
治
と
そ

　
　
の
運
行
と
は
、
間
然
と
す
る
と
こ
ろ
無
き
統
制
下
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
而
も
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
は
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…
…
国
学
者
を
駆
り
集
め
た
り
、
嘗
典
を
動
員
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
急
的
に
作
ら
る
る
神
学
で
あ
る
必
要
は
猶
更
な
い
。
…
…
殆
ん
ど
数
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
的
の
正
確
さ
に
於
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
日
本
民
族
の
将
来
の
見
透
し
の
上
に
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

と
主
張
し
、
「
民
族
生
物
学
」
が
こ
れ
ら
「
イ
デ
オ
二
六
イ
の
建
設
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
を
自
ら
信
じ
」
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
彼
は
、
「
余
は
既
に
数
年
以
前
よ
り
斯
の
如
き
日
の
到
来
を
、
恐
る
る
と
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
待
望
し
て
居
た
」
と
さ
え
述
べ
る
が
、
そ

こ
に
あ
っ
た
の
は
、
い
ず
れ
産
児
綱
限
の
風
潮
を
打
破
し
、
膨
脹
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
「
B
本
民
族
」
の
「
カ
ナ
ン
の
地
」
が
、
大
陸
侵
略
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

よ
っ
て
「
既
に
開
け
て
来
て
み
る
」
と
の
希
望
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
は
た
せ
る
か
な
、
彼
は
～
九
四
〇
年
二
月
付
で
、
予
防
局
長
と
共
に
参
与
と
し
て
「
研
究
所
」
に
入
所
す
る
。
し
か
も
こ
の
「
研
究
所
」
創

設
に
さ
き
だ
つ
一
九
三
九
年
五
月
、
古
屋
は
勅
任
技
師
と
し
て
厚
生
省
へ
の
入
省
も
果
た
し
、
体
力
局
と
衛
生
局
、
そ
し
て
予
防
局
の
技
師
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

兼
任
、
特
に
予
防
局
で
は
当
時
進
行
中
の
断
種
法
、
す
な
わ
ち
国
民
優
生
法
案
の
作
成
に
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
影
響
の
大

き
さ
は
、
古
屋
入
省
の
五
か
月
後
、
厚
生
省
が
「
民
族
優
生
方
策
」
実
施
の
基
本
的
認
識
に
つ
い
て
、

　
　
　
「
古
屋
氏
の
調
査
例
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
や
う
に
、
（
都
市
の
…
…
松
村
）
知
識
階
級
は
結
婚
の
初
期
に
は
農
村
の
人
々
と
同
じ
位
に
子
供
を
産
む
が
、

　
　
後
期
に
至
る
と
産
児
が
少
く
な
る
。
但
し
幸
ひ
に
し
て
わ
が
国
の
農
村
の
出
生
率
は
極
め
て
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
み
る
の
は
た
の
も
し
い
こ
と
で

　
　
あ
る
。
然
な
が
ら
、
知
能
の
比
較
的
優
秀
と
見
ら
れ
る
知
識
階
級
に
於
て
、
こ
の
や
う
に
産
児
数
が
減
少
す
る
と
い
ふ
現
象
は
実
に
非
優
生
的
な
結
果
を

　
　
齎
す
こ
と
に
な
る
」

と
表
明
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
さ
ら
に
、
「
知
能
が
常
人
以
下
で
あ
る
低
格
者
階
級
」
の
樹
生
率
は
少
し
も
低
下

し
な
い
た
め
「
わ
が
国
に
於
て
も
民
族
の
平
均
素
質
の
低
下
を
来
す
填
れ
が
あ
る
」
と
続
け
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
「
我
々
は
優
秀
、
健
全
な
多

数
の
子
供
を
産
み
こ
れ
ら
第
二
の
国
民
第
三
の
国
民
に
よ
る
将
来
の
日
本
国
家
を
担
当
せ
し
め
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
締
め
く
く
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
遺
伝
的
素
質
の
優
秀
、
健
全
な
人
々
の
出
産
」
の
必
要
性
と
は
、
日
中
戦
争
に
よ
っ
て
人
口
問
題
が
「
全
然
～
変
」
し
、

「
今
日
で
は
新
東
亜
の
建
設
、
大
陸
の
経
営
…
…
の
た
め
に
莫
大
な
人
口
を
要
求
し
て
み
る
」
と
の
、
「
研
究
会
」
「
協
議
会
」
以
来
の
見
解
に
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⑮

基
づ
く
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
後
の
～
九
四
〇
年
一
二
月
に
創
設
さ
れ
た
厚
生
省
厚
生
科
学
研
究
所
に
は
、
「
国
民
優
生
部
」
が
置
か
れ
、
「
国
防
圏
家
」
は
「
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

族
優
生
」
の
「
精
密
」
か
つ
「
精
確
な
る
診
査
研
究
」
に
着
手
す
る
の
だ
が
、
古
屋
を
始
祖
と
す
る
「
民
族
生
物
学
」
は
そ
の
研
究
事
項
に
掲

げ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
人
口
構
成
を
正
常
者
、
優
良
者
、
疾
病
者
等
遺
伝
質
の
観
点
よ
り
調
査
し
、
其
の
日
本

民
族
に
於
け
る
遺
伝
構
成
の
現
状
と
将
来
へ
の
動
向
を
正
確
に
把
握
し
…
…
各
般
の
民
族
優
生
方
策
の
有
効
適
切
な
る
実
施
に
資
せ
ん
と
す
」

る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
古
屋
の
「
民
族
生
物
学
」
で
は
、
「
研
究
所
」
の
計
画
案
に
も
あ
っ
た
民
族
混
血
の
問
題
を
、
「
単
な
る
文
化
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

題
で
な
く
、
血
液
の
問
題
」
と
し
て
強
く
意
識
し
て
い
た
が
、
「
国
民
優
生
部
偏
も
ま
た
「
民
族
混
血
」
を
重
要
な
研
究
対
象
と
し
て
お
り
、

「
日
本
民
族
と
他
民
族
間
の
混
甑
問
題
は
充
分
科
学
的
に
調
査
研
究
し
、
悪
果
は
排
撃
し
良
果
は
奨
励
す
る
等
国
家
と
し
て
の
大
方
針
を
速
や

か
に
決
定
す
る
」
べ
く
、
端
的
に
い
え
ば
「
日
本
民
族
と
混
血
問
題
の
起
こ
り
得
べ
き
他
民
族
に
つ
き
予
め
其
の
民
族
と
し
て
の
優
劣
を
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
、
更
に
生
物
学
的
に
日
本
民
族
と
不
調
和
の
点
無
き
や
を
調
査
」
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
古
屋
は
そ
の
「
民
族
生
物
学
」
を
厚

生
省
公
認
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
「
国
防
国
家
」
の
政
策
に
は
っ
き
り
と
関
与
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
古
屡
芳
雄
『
民
族
問
題
を
め
ぐ
り
て
毎
（
人
文
嘗
院
、
一
九
三
五
年
、
三
一
四

　
頁
）
。

②
古
屋
芳
雄
編
『
民
族
生
物
学
研
究
第
三
輯
』
（
金
沢
医
科
大
学
衛
生
学
教
室
、

　
一
九
三
七
年
）
の
「
序
」
を
参
照
。
ま
た
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
こ
の
「
民
族
生

　
物
学
」
に
ふ
れ
た
先
行
研
究
に
中
村
禎
里
噸
生
物
学
と
社
会
臨
（
み
す
ず
書
房
、

　
一
九
七
〇
年
）
が
あ
る
。

③
前
掲
『
罠
族
問
題
を
め
ぐ
り
て
』
の
「
序
」

④
同
前
、
二
〇
頁
。

⑤
同
前
、
三
六
～
四
二
買
。

⑥
同
前
、
一
九
二
頁
。

⑦
同
前
、
四
二
お
よ
び
一
六
五
頁
以
下
を
参
照
。

⑧
前
掲
『
老
学
究
の
手
帖
か
ら
猛
、
＝
～
頁
。

⑨
太
田
正
雄
・
古
屋
芳
雄
ほ
か
「
新
春
清
談
」
（
『
医
事
公
論
睡
一
四
三
二
号
、
一

　
九
四
〇
年
一
月
六
日
に
掲
載
の
座
談
会
）
、
一
七
お
よ
び
ニ
着
装
。

⑩
古
屋
芳
雄
「
農
村
人
口
の
生
物
学
的
危
機
」
（
財
団
法
人
入
口
問
題
研
究
会

　
『
人
口
問
題
講
演
集
　
第
十
一
輯
』
刀
江
書
院
、
　
一
九
王
九
年
目
、
六
八
頁
。

⑬
古
屡
芳
雄
『
民
族
生
物
学
㎏
（
斜
陽
書
院
、
一
九
三
八
年
）
の
「
序
」
。

⑫
　
同
前
、
　
一
一
二
頁
お
よ
び
四
〇
頁
。

⑬
前
掲
『
人
口
問
題
研
究
所
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
暁
、
三
三
〇
頁
。

⑭
こ
の
点
に
つ
い
て
は
大
蔵
省
『
職
員
録
蝕
（
昭
和
一
五
年
八
月
一
五
日
現
在
）
、
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お
よ
び
前
掲
闘
老
学
究
の
手
帖
か
ら
㎞
の
三
九
～
四
三
頁
。

⑮
厚
生
省
「
国
民
優
生
方
策
」
（
『
優
生
学
』
～
八
八
号
、
～
九
三
九
年
一
〇
月
）
、

　
三
～
七
頁
。

＠＠＠
前
掲
『
生
物
学
と
社
会
匝
、
【
七
二
頁
。

前
掲
『
王
族
生
物
学
暁
、
八
～
九
頁
。

『
人
覇
問
題
研
究
匝
第
二
巻
第
二
号
、
　
一
九
西
一
年
二
月
、

四
　
「
科
学
」
と
「
日
本
精
神
」
一
人
瓜
政
策
確
立
要
綱
を
め
ぐ
っ
て

七
八
～
八
○
頁
。

　
古
屋
が
厚
生
省
に
入
省
し
、
次
い
で
「
研
究
所
」
の
要
職
に
就
い
た
頃
、
陸
軍
中
枢
部
で
は
「
国
防
国
家
」
プ
ラ
ン
が
熟
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
。
一
九
三
九
年
に
は
、
陸
軍
省
軍
務
課
岩
畔
豪
雄
中
佐
と
参
謀
本
部
第
一
部
堀
場
一
雄
少
佐
が
「
国
防
国
策
案
偏
を
作
成
、
「
東
亜
共
栄
圏

ハ
自
存
圏
、
防
衛
圏
、
経
済
圏
カ
ラ
成
ル
」
な
ど
と
し
て
、
石
原
の
構
想
を
う
け
つ
ぎ
な
が
ら
後
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
原
形
が
示
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
こ
の
試
案
は
一
九
四
〇
年
六
月
中
旬
ま
で
に
、
当
時
軍
事
課
長
で
あ
っ
た
岩
畔
と
武
藤
章
軍
務
局
長
、
企
画
院
第
一
部
調
査
官

秋
永
月
三
大
佐
、
国
策
研
究
会
な
ど
の
協
同
に
よ
っ
て
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
」
を
「
基
本
国
策
」
と
す
る
「
綜
合
国
策
十
年
計
画
」
へ

と
一
層
の
具
体
化
を
み
た
。
そ
の
「
一
般
方
針
」
で
は
、
「
東
亜
の
至
心
勢
力
た
る
帝
国
」
を
構
築
す
る
た
め
「
大
和
民
族
の
量
的
並
質
的
発

展
、
向
上
を
図
り
国
運
進
展
の
基
礎
的
原
動
力
を
確
保
す
る
こ
と
扁
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
「
＝
二
、
人
口
政
策
」

で
は
、

「
東
亜
新
秩
序
建
設
の
礎
石
た
る
入
的
資
源
の
質
的
並
に
量
的
発
展
を
期
す
る
こ
と
は
国
運
伸
長
の
根
本
に
し
て
之
が
政
策
は
恒
久
的
に
不
断
の
努
力
を

も
っ
て
実
現
す
る
を
要
す
…
…
（
｝
）
大
和
民
族
発
展
の
見
地
よ
り
人
口
の
職
業
的
配
分
親
日
居
組
を
中
心
と
す
る
地
域
的
配
分
を
適
正
な
ら
し
む
る
こ

と
。
（
二
）
大
和
民
族
の
純
潔
性
の
維
持
に
関
し
特
に
方
策
を
講
ず
る
こ
と
…
…
（
六
）
外
地
に
お
け
る
大
和
民
族
以
外
の
他
民
族
の
増
殖
に
つ
い
て
は

大
和
民
族
の
増
殖
と
照
応
し
つ
つ
之
が
統
制
を
行
ふ
こ
と
扁

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
満
州
国
」
に
つ
い
て
は
、
「
大
和
民
族
を
大
量
に
移
駐
す
。
但
雑
婚
を
排
す
」
と
さ
れ
て
い
た
。
本
計
画
の

作
成
に
は
、
特
に
軍
務
局
長
の
人
脈
を
介
し
「
各
省
官
吏
の
知
能
を
動
員
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
が
、
し
て
み
れ
ば
こ
れ
は
厚
生
省
や
「
研
究
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会
」
、
あ
る
い
は
「
研
究
所
」
の
議
論
を
陸
軍
が
「
国
防
国
家
」
建
設
計
画
の
中
に
取
り
込
ん
だ
結
果
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
七
月
中
旬
に
な

る
と
こ
の
「
綜
合
国
策
十
年
計
画
」
は
「
綜
合
国
策
基
本
要
綱
」
と
し
て
整
理
さ
れ
、
つ
い
に
「
国
防
国
家
体
制
」
が
は
っ
き
り
国
策
の
「
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

底
」
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
「
綜
合
国
策
基
本
要
綱
」
が
　
九
四
〇
年
七
月
二
六
日
、
「
基
本
国
策
要
綱
」
と
し
て
近
衛

内
閣
の
基
本
政
策
に
採
択
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
目
標
の
一
つ
に
「
国
是
遂
行
ノ
原
動
カ
タ
ル
国
民
ノ
資
質
、
体
力
ノ
向
上
並
二
人
口
増
加
二
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ス
ル
恒
久
的
方
策
」
の
確
立
が
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
れ
ら
の
動
き
に
あ
わ
せ
て
「
研
究
所
」
は
同
年
七
月
～
九
日
に
参
与
会
合
を
開
き
、
「
本
研
究
所
立
案
の
人
口
政
策
要
綱
案
」
の

「
第
一
次
案
」
を
古
屋
を
は
じ
め
と
す
る
参
与
に
提
示
し
た
。
こ
れ
と
同
一
も
し
く
は
参
与
会
合
を
経
た
直
後
の
改
訂
案
が
、
現
在
厚
生
省
に

残
存
す
る
一
九
四
〇
年
八
月
付
「
秘
　
人
口
政
策
要
綱
（
第
一
次
）
」
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
場
に
お
い
て
列
席
者
が
「
夫
々
極
め

て
適
切
な
る
意
見
の
陳
述
」
を
行
っ
た
後
、
「
人
口
政
策
要
綱
案
」
は
企
画
院
に
持
ち
込
ま
れ
、
一
九
四
一
年
一
月
二
二
日
に
著
名
な
「
入
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

政
策
確
立
要
綱
」
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
確
立
要
綱
」
は
「
東
亜
共
栄
圏
ヲ
建
設
シ
テ
、
其
ノ
悠
久
ニ
シ
テ
健
全
ナ
ル

発
展
ヲ
図
ル
」
た
め
、
差
し
あ
た
り
昭
和
三
十
五
年
の
内
地
入
口
～
億
を
目
途
に
＝
、
人
ロ
ノ
永
遠
ノ
発
展
性
ヲ
確
保
ス
ル
コ
ト
　
ニ
、
増

殖
力
及
資
質
二
於
テ
他
国
ヲ
凌
駕
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
　
三
、
高
度
国
防
国
家
二
於
ケ
ル
丘
ハ
力
全
労
力
ノ
必
要
ヲ
確
保
ス
ル
コ
ト
　
四
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

亜
諸
民
族
二
対
ス
ル
指
導
力
ヲ
確
保
ス
ル
為
其
ノ
適
性
ナ
ル
配
置
ヲ
ナ
ス
コ
ト
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
の
「
確
立
要
綱
」
立
案
過
程
で
、
参
与
会
合
以
後
も
「
大
い
に
縁
の
下
の
力
持
」
と
な
っ
た
の
が
古
屋
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
頃
、

「
益
々
激
烈
の
度
を
加
へ
つ
・
あ
る
民
族
戦
、
或
は
民
族
共
栄
圏
戦
に
耐
へ
て
最
後
の
覇
者
た
り
得
る
」
た
め
に
「
国
防
国
家
体
制
の
急
速
な

樹
立
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
必
要
な
人
口
の
「
質
」
と
「
量
」
を
低
下
さ
せ
る
あ
ら
ゆ
る
「
社
会
的
、
産
業
的
、
文
化
的
フ
ァ
ク
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
、
全
体
主
義
的
に
「
ど
ん
ど
ん
と
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
始
め
て
い
た
。
そ
こ
で
古
屋
は
、
政
府
に
「
急
ギ
徹
底
的
ナ
ル
民
族

人
ロ
ノ
増
強
政
策
ヲ
実
行
」
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
ら
の
思
想
を
「
人
口
政
策
要
綱
　
古
屋
試
案
」
に
集
大
成
す
る
。
そ
の
目
的
か
ら
し

て
、
こ
の
「
古
屋
試
案
」
は
少
な
く
と
も
「
確
立
要
綱
」
の
閣
議
決
定
以
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
古
屋
が
「
確
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「国防国家」の優生学（松村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

立
要
綱
」
舗
定
過
程
で
行
っ
た
で
あ
ろ
う
主
張
の
ベ
ー
ス
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　
ま
ず
こ
の
「
古
屋
試
案
」
が
、
古
屋
従
来
の
持
論
で
あ
る
「
近
代
ノ
出
生
率
ノ
低
下
ハ
自
由
主
義
的
及
個
人
主
義
的
文
化
ノ
高
度
化
セ
ル
国

家
或
ハ
国
民
層
二
二
テ
特
入
玉
シ
キ
事
実
由
基
ミ
人
ロ
政
策
ノ
根
基
ハ
魚
種
ノ
思
想
ノ
撲
滅
ヲ
第
一
ト
ス
ベ
キ
デ
ア
ル
」
こ
と
を
前
提
に
、

　
　
　
「
尊
貴
ナ
ル
我
国
体
が
一
華
万
民
ノ
血
液
的
基
礎
ト
伝
統
的
ナ
ル
家
族
臆
度
ノ
靱
帯
ニ
テ
輩
固
ヲ
加
ヘ
ツ
ツ
ア
ル
事
実
晒
鯨
ミ
、
祖
先
崇
拝
ト
家
族
制
度

　
　
強
化
ノ
タ
メ
ノ
諸
制
度
諸
方
策
ヲ
講
ズ
ル
コ
ト
」

を
提
起
し
て
い
た
こ
と
は
、
門
第
一
次
案
」
に
は
な
い
独
自
性
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
人
的
資
源
ノ
良
キ
実
り
ト
良
キ
繁
殖
ト
ハ
適
正
二
企
画
開

発
セ
ラ
ル
ル
国
土
ノ
上
二
手
テ
ノ
ミ
可
能
」
と
し
、
人
口
の
都
市
集
中
防
止
な
ど
「
第
～
次
案
」
に
準
じ
た
国
土
計
画
を
提
起
す
る
と
き
も
、

そ
こ
に
都
市
分
散
に
伴
う
農
村
の
「
醇
良
美
俗
」
保
護
を
掲
げ
た
り
、
「
日
直
支
」
を
通
じ
た
人
ロ
配
分
計
画
で
は
農
業
移
民
を
主
体
に
「
郷

土
農
村
ノ
形
態
ト
伝
習
ヲ
維
持
セ
シ
ム
ル
」
べ
き
だ
な
ど
の
古
屋
独
自
の
主
張
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
一
方
、
そ
の
上
で
主
張
さ
れ
た
「
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

生
政
策
」
に
は
、
特
に
「
優
生
思
想
ノ
徹
底
」
や
、
す
で
に
同
年
五
月
に
制
定
さ
れ
て
い
た
「
国
民
優
生
法
」
第
十
六
条
の
強
力
な
発
動
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
と
同
様
の
主
張
は
「
第
一
次
案
」
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
古
屋
に
と
っ
て
「
優
生
政
策
」
と
は
、
強

制
断
種
の
徹
底
な
ど
よ
り
も
、
ま
ず
は
「
国
民
優
良
階
級
ノ
出
生
率
ノ
低
下
」
防
止
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
第
一
次
案
」
に
た
い
し
て
、
企
画
院
の
「
確
立
要
綱
」
草
案
作
成
か
ら
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
条
項
に
、
「
皇
国
民
族
ノ
統
一
性

及
指
導
力
確
保
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
東
亜
共
栄
圏
」
に
「
皇
国
民
族
ノ
配
置
」
が
な
さ
れ
る
際
、
「
皇
国
民
族
ト
他
民
族
ト
ノ
雑
婚
ヲ
極

力
抑
制
ス
ル
方
針
」
を
取
り
、
ま
た
「
朝
鮮
台
湾
二
於
ケ
ル
倉
船
」
す
な
わ
ち
「
外
地
昆
族
」
の
「
内
地
ヘ
ノ
流
入
ニ
ツ
イ
テ
ハ
必
要
ノ
最
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

限
度
黙
止
ム
ル
コ
ト
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
厚
生
省
は
「
民
族
生
物
学
」
の
一
環
と
し
て
民
族
混
血
の
研
究
を
計
画
し
て

い
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
古
屋
が
こ
の
前
後
の
時
期
か
ら
「
本
当
の
日
満
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
未
来
の
新
し
い
秩
序
を
作
る
為
め
に
は
結
婚

政
策
を
や
る
が
い
い
と
い
ふ
人
が
あ
る
。
…
…
私
は
そ
れ
に
は
賛
成
し
兼
ね
る
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
主
張
を
始
め
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
Q
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門
日
本
人
は
混
血
民
族
で
、
嘗
て
漢
民
族
の
血
も
ツ
ン
グ
ー
ス
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
血
も
入
っ
て
る
が
、
そ
れ
が
長
い
時
代
を
経
て
淘
汰

　
　
さ
れ
、
今
日
の
日
本
人
が
出
来
た
の
だ
。
…
…
だ
か
ら
満
州
に
於
て
も
朝
鮮
に
於
て
も
あ
ま
り
急
激
に
結
婚
政
策
を
や
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
ふ
。
民
族

　
　
と
い
ふ
も
の
は
血
液
的
な
自
然
発
生
的
の
集
団
で
、
非
常
に
畏
い
時
間
の
淘
汰
を
経
て
其
の
土
地
の
気
候
と
風
土
に
耐
へ
て
根
を
生
や
し
た
も
の
だ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
従
っ
て
簡
単
な
政
治
様
式
だ
け
で
扱
へ
る
も
の
ち
や
な
い
」

ま
た
「
古
屋
試
案
」
も
、
当
時
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
大
量
内
地
移
入
と
い
う
国
策
を
意
識
し
つ
つ
、

　
　
　
「
文
化
ト
伝
統
ヲ
異
ニ
ス
ル
健
民
種
ノ
急
激
ナ
ル
内
地
輸
入
ハ
原
則
ト
シ
テ
之
ヲ
避
ク
ル
コ
ト
。
殊
二
生
活
程
度
低
ク
増
殖
力
大
ナ
ル
民
種
ノ
急
速
輸
入

　
　
ハ
歴
史
ノ
事
実
ト
民
族
科
学
ノ
原
理
二
照
ラ
シ
テ
甚
ダ
危
険
ナ
ル
が
故
二
特
別
ノ
斗
出
思
ヲ
払
フ
コ
ト
扁

と
し
て
お
り
、
「
確
立
要
綱
」
草
案
に
こ
れ
ら
古
屋
の
意
向
が
強
く
反
映
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
古
屋
の
こ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

混
血
に
対
す
る
消
極
性
は
、
「
柳
代
か
の
後
に
は
上
層
の
文
化
民
族
が
…
…
下
層
の
労
働
民
族
に
取
っ
て
代
ら
る
る
」
こ
と
へ
の
優
生
学
的
な

懸
念
と
、
さ
ら
に
は
「
非
常
に
長
い
時
間
の
淘
汰
を
経
て
」
培
わ
れ
た
、
「
血
液
的
」
な
「
日
本
精
神
」
喪
失
の
恐
怖
に
彩
ら
れ
た
も
の
だ
っ

た
。
当
時
の
古
屋
に
お
い
て
は
、
そ
の
「
日
本
精
神
」
、
す
な
わ
ち
「
大
い
な
る
我
の
中
に
自
己
を
見
出
さ
ん
と
す
る
熱
烈
な
希
念
」
と
は
、

ま
さ
に
「
皇
室
に
対
す
る
『
大
君
の
へ
に
こ
そ
死
な
め
か
へ
り
見
は
せ
じ
』
と
の
心
が
ま
へ
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
彼
に
と
っ
て
、
自
身
が
十
数
年
来
続
け
て
き
た
「
日
本
各
地
の
民
種
型
の
計
測
偏
の
経
験
が
、
こ
の
「
日
本
精
神
」
に
以
下
の
よ
う
な

「
民
族
生
物
学
的
な
由
来
」
を
証
明
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
　
　
門
す
な
は
ち
そ
れ
は
、
恐
ら
く
吾
々
の
祖
先
が
既
に
狩
猟
や
漁
掛
の
階
段
か
ら
農
耕
に
進
ん
で
き
た
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
は
る
・
が
、
そ
こ
に
強
力

　
　
な
民
族
融
和
の
指
導
精
神
が
あ
ら
は
れ
…
…
こ
れ
を
統
一
に
向
っ
て
引
摺
っ
て
行
っ
た
に
ち
が
ひ
な
い
と
沁
々
と
思
は
し
め
ら
る
・
の
で
あ
る
。
而
し
て

　
　
そ
の
高
適
悠
遠
な
指
導
精
神
を
以
て
、
こ
の
異
種
元
的
三
種
の
統
合
を
完
成
し
た
民
族
こ
そ
す
な
は
ち
天
孫
民
族
で
あ
り
、
そ
の
指
導
者
こ
そ
吾
等
が
天

　
　
　
つ
神
と
仰
ぐ
皇
室
の
御
先
祖
に
相
違
無
い
と
拝
察
し
奉
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
我
国
で
は
肇
国
の
当
初
か
ら
こ
の
慮
知
あ
る
指
導
者
に
対
す
る
絶
対
の
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
頼
が
要
求
さ
れ
て
る
た
に
違
ひ
な
い
」

126 （296）



「国防国家」の優生学（松村）

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
の
「
生
物
学
」
的
な
「
民
族
血
液
」
の
擁
護
は
、
そ
の
「
誠
に
不
思
議
な
現
象
」
た
る
「
日
本
精
神
」

「
国
体
」
の
擁
護
と
、
い
わ
ば
神
秘
的
な
結
合
を
み
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
古
屋
が
辿
り
つ
い
て
い
た
の
は
、
ま
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
科
学
と
機
械
の
文
明
を
蔑
視
せ
ず
、
そ
の
成
果
を
し
て
日
本
精
神
の
成
育
と
調
和
せ
し
め
よ
」
と
の
結
論
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
後
、
草
案
に
も
あ
っ
た
「
皇
国
民
族
ノ
統
｝
性
及
指
導
力
確
保
」
の
条
項
自
体
は
結
局
閣
議
決
定
ま
で
に
削
除
さ
れ
て
し
ま
う
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
こ
に
は
当
時
の
様
々
な
政
治
状
況
の
反
映
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
閣
議
決
定
案
に
は
、
古
屋
自
身
の
示
唆
に
よ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

以
下
の
よ
う
な
「
私
の
人
口
政
策
に
関
す
る
考
へ
の
骨
子
」
の
反
映
が
あ
っ
た
。
ま
ず
企
画
院
に
お
け
る
「
確
立
要
綱
」
草
案
作
成
の
段
階
か

ら
、
す
で
に
そ
の
「
基
本
精
神
」
と
し
て
「
皇
国
民
族
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
ヲ
中
心
ト
ス
ル
～
大
家
族
国
家
ヲ
構
成
シ
」
て
い
る
こ
と
、
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
「
個
人
主
義
的
世
界
観
ヲ
排
シ
テ
家
ヲ
基
礎
ト
ス
ル
家
族
国
家
的
世
界
観
ノ
確
立
、
徹
底
ヲ
図
ル
コ
ト
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
こ

れ
は
閣
議
決
定
案
に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
さ
き
に
引
用
し
た
「
目
標
」
達
成
の
た
め
の
具
体
的
研
究
や
方
策
は
、
「
優
生
思
想
ノ
普
及

ヲ
図
り
、
国
民
優
生
法
ノ
強
化
徹
底
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
」
を
含
め
、
す
べ
て
こ
の
「
精
神
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
旨
ト
シ
之
ヲ
基
本
ト
シ
テ
計
画
」

さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
確
立
要
綱
」
が
、
「
内
地
農
業
人
ロ
ノ
一
定
数
ノ
維
持
ヲ
図
ル
ト
共
二
日
満
支
ヲ
通
ジ
内

地
入
人
ロ
ノ
四
割
ハ
之
ヲ
農
業
二
確
保
ス
ル
如
ク
措
置
ス
ル
コ
ト
」
を
掲
げ
た
点
も
、
古
屋
は
「
瑞
穂
国
日
本
が
最
後
の
拠
り
所
と
し
て
み
る

も
の
は
何
と
い
っ
て
も
農
村
の
逞
し
い
精
神
資
源
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
旺
盛
な
生
物
力
で
あ
る
」
こ
と
を
示
す
「
喜
ば
し
い
」
決
定
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
、
古
屋
は
自
分
の
思
想
が
「
確
立
要
綱
」
の
「
ト
ッ
プ
」
に
置
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
の
人
口
・
民
族
政
策
が
ナ
チ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
同
様
「
実
に
大
い
な
る
…
民
族
主
義
の
思
想
運
動
」
た
り
得
る
こ
と
の
証
明
と
誇
っ
て
い
た
。

　
一
方
で
、
厚
生
省
は
　
九
四
一
年
八
月
に
「
入
口
局
」
を
置
き
、
「
科
学
的
」
研
究
調
査
機
関
で
あ
る
「
人
口
問
題
研
究
所
及
厚
生
科
学
研

究
所
に
関
す
る
事
項
」
を
、
「
民
族
優
生
に
関
す
る
事
項
」
と
共
に
人
口
政
策
の
総
合
的
計
画
の
た
め
に
統
合
す
る
。
予
防
局
で
は
依
然
と
し

て
断
種
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
が
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
た
が
、
か
つ
て
同
局
筆
頭
で
あ
っ
た
「
優
生
課
」
は
姿
を
消
し
、
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
し
て
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
の
は
結
核
予
防
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
機
構
改
変
は
、
「
確
立
要
綱
」
が
そ
の
「
基
本
精
神
ヲ
確
立
ス
ル
」

127 （297）



た
め
、
「
人
口
問
題
二
関
ス
ル
統
計
、
調
査
、
研
究
ノ
機
構
」
の
整
備
を
掲
げ
た
こ
と
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
、
古
屋
の
「
日
本
精
神
」
と

「
科
学
」
の
合
一
と
い
う
理
念
と
客
観
的
に
一
致
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
お
い
て
厚
生
省
の
優
生
政
策
は
「
人
口

局
」
と
い
う
＝
兀
的
な
機
構
を
手
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
は
、
当
時
の
陸
軍
省
軍
務
課
長
で
あ
る
佐
藤
賢
了

が
い
う
よ
う
に
、

　
　
　
「
民
族
の
優
秀
化
等
人
的
資
源
の
質
的
問
題
が
、
董
的
問
題
に
比
し
や
や
閑
却
さ
れ
て
い
る
傾
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
国
家
百
年
の
計
を
な
す
た
め
に
、

　
　
　
忽
せ
に
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
～
大
要
事
で
あ
る
。
大
東
亜
圏
の
確
立
と
い
っ
て
も
、
三
年
や
五
年
で
終
了
す
る
よ
う
な
生
や
さ
し
い
も
の
で
な
い
。
特
に

　
　
　
い
つ
の
日
か
、
独
、
米
、
日
の
三
大
国
の
闘
争
と
い
う
も
の
が
起
っ
た
際
に
は
、
大
和
民
族
の
優
秀
性
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
占
め
る
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
　
あ
ろ
う
。
遠
大
か
つ
周
到
な
る
計
画
を
も
っ
て
、
わ
が
民
族
の
優
秀
性
に
つ
い
て
不
断
の
努
力
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
の
、
「
国
防
国
家
」
建
設
を
め
ざ
す
「
計
画
」
の
構
想
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
「
確
立
要
綱
」
を
は
じ
め
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
諸
政
策
へ
密
接
に
関
与
し
て
い
た
古
屋
も
、
「
人
口
局
」
創
設
と
と
も
に
同
局
技
師
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
轡
大
東
亜
戦
争
開
戦
経
緯
こ
（
朝
　
　
下
に
よ
る
。

　
　
雲
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
）
の
三
三
三
～
六
、
四
〇
一
頁
、
お
よ
び
五
〇
五
頁
以
　

⑤
古
屋
芳
雄
「
民
族
と
淘
汰
（
完
）
」
（
噸
医
纂
公
論
輪
一
六
一
七
号
、
一
九
四
三

　
　
下
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
八
月
一
＝
日
）
、
五
頁
。

　
②
外
務
省
編
『
田
本
外
交
年
表
並
盆
要
文
書
下
隔
（
原
書
房
、
～
九
六
六
年
）
、
　
　
⑥
古
屋
芳
雄
「
国
土
計
画
と
人
的
資
源
駄
（
『
医
事
公
論
』
｝
四
七
五
号
、
一
九
四

　
　
四
三
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
年
一
一
月
二
日
）
、
二
七
頁
。

　
③
こ
の
「
人
口
政
策
確
立
要
綱
」
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
『
人
口
問
題
研
究
臨
　

⑦
以
下
、
門
人
口
政
策
要
綱
運
脚
試
案
」
の
引
用
は
前
掲
古
屋
欄
国
土
・
人

　
第
一
巻
第
五
号
、
一
九
四
〇
年
八
月
、
六
四
～
五
頁
お
よ
び
前
掲
高
澤
論
文
二

　
六
頁
を
参
照
し
た
。
ま
た
「
人
口
政
策
要
綱
（
第
一
次
）
」
は
現
在
国
立
社
会
保

　
障
・
人
口
問
題
研
究
所
図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
閣
議
決
定
さ

　
れ
た
「
人
口
政
策
確
立
要
綱
」
と
「
入
口
政
策
要
綱
（
第
一
次
案
）
」
を
そ
れ
ぞ

　
れ
「
確
立
要
綱
」
「
第
一
次
案
」
と
略
記
す
る
。

④
以
下
、
讐
確
立
要
網
」
の
引
用
は
前
掲
『
厚
生
省
五
十
年
史
㎞
の
四
一
六
頁
以

　
口
・
血
液
』
の
二
〇
九
～
二
～
六
頁
よ
り
。
な
お
、
同
要
綱
を
「
古
屋
試
案
」
と

　
以
下
略
記
す
る
。

⑧
「
国
民
優
生
法
」
第
十
六
条
と
は
、
厚
生
省
に
よ
れ
ば
「
国
罠
を
蝕
み
つ
・
あ

　
る
人
為
的
産
児
制
限
の
思
想
に
対
し
～
大
鉄
鎚
を
下
し
健
全
な
る
素
質
を
有
す
る

　
者
の
減
少
を
阻
止
す
る
」
た
め
に
、
「
医
師
生
殖
ヲ
不
能
ナ
ラ
シ
ム
ル
手
術
…
ヲ

　
行
ハ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
能
義
其
ノ
要
否
二
関
ス
ル
他
ノ
医
師
ノ
意
見
ヲ
聴
取
シ
且
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「国防国家」の優生学（松村）

　
命
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
り
予
メ
行
政
官
庁
二
届
ケ
出
ヅ
ベ
シ
」
と
定
め
る
も
の
で

　
あ
る
（
『
蟹
族
衛
生
協
第
九
巻
第
一
号
、
一
九
四
一
年
五
月
、
五
二
お
よ
び
五
六

　
頁
）
。

⑨
企
画
院
第
三
部
『
極
秘
入
口
政
策
確
立
要
綱
（
案
）
』
、
一
九
四
〇
年
＝
月

　
；
百
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
『
美
濃
部
洋
次
文
書
睡
、
駕
。
・
○
○
O
l
O
O
O

　
六
六
九
八
）
。

⑩
前
掲
「
新
春
清
談
」
、
二
〇
頁
。

⑪
前
掲
『
国
土
・
人
口
・
血
液
』
、
　
三
　
頁
。

⑫
同
前
、
一
五
〇
～
四
頁
。
な
お
、
古
屋
は
永
井
ら
と
共
に
一
九
三
三
年
以
来
、

　
文
部
省
学
術
振
興
会
委
員
と
し
て
ア
イ
ヌ
の
人
類
学
的
調
査
な
ど
に
携
わ
っ
て
い

　
た
。

⑬
　
古
屋
芳
雄
「
民
族
国
策
と
入
口
問
題
」
（
財
団
法
人
人
口
悶
題
研
究
会
噸
入
口

　
問
題
講
演
集
第
十
三
輯
㎞
刀
江
轡
院
、
｝
九
四
【
年
）
、
五
四
頁
。
「
古
屋
試
案
」

　
で
は
さ
ら
に
、
「
高
等
教
育
機
関
」
に
お
い
て
「
科
学
的
実
証
的
二
民
族
政
策
ノ

　
重
要
性
ヲ
学
生
二
知
ラ
シ
ム
ル
扁
と
共
に
、
「
新
シ
キ
指
導
理
念
二
依
ル
文
化
史

　
ヲ
識
…
ゼ
シ
メ
今
後
世
界
ヲ
支
配
ス
ベ
キ
理
念
ノ
霊
感
ガ
…
…
日
本
精
袖
H
二
求
メ
ラ

　
ル
ル
コ
ト
ヲ
一
般
学
徒
二
知
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
」
を
提
起
し
て
い
た
が
、
「
確
立
要

　
綱
」
に
盛
り
込
む
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

⑭
十
五
年
戦
争
期
日
本
の
植
民
地
政
策
は
民
族
間
通
婚
を
排
す
純
血
的
傾
向
と
、

お
　
わ
　
り
　
に

　
「
内
鮮
結
婚
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
同
化
的
傾
向
の
問
を
揺
れ
動
い
た
。
そ
れ
に

　
対
し
て
、
古
屋
な
ど
優
生
学
者
が
果
た
し
た
役
割
も
含
め
、
混
血
問
題
を
め
ぐ
る

　
当
時
の
政
治
的
言
説
に
つ
い
て
は
小
熊
英
二
『
単
一
民
族
神
話
の
起
源
触
（
新
曜

　
社
、
一
九
九
五
年
）
第
十
三
章
が
参
考
に
な
る
。
し
か
し
駒
込
武
が
い
う
よ
う
に
、

　
現
実
の
植
民
地
政
策
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
根
幹
に
す
え
ら
れ
て
い
た
理
念
は
、

　
一
貫
し
て
排
他
的
な
「
血
族
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る

　
（
『
植
民
地
帝
国
日
本
の
文
化
統
合
鰯
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
四
〇
二
～
三

　
お
よ
び
四
五
一
頁
）
。

⑮
古
屋
芳
雄
「
入
口
政
策
と
東
亜
共
栄
臨
」
（
『
医
事
公
論
隔
＝
九
二
号
、
皿
九

　
四
一
年
三
月
一
日
）
、
二
九
頁
。

⑯
企
画
院
第
三
部
隅
極
秘
人
口
政
策
確
立
要
網
（
案
）
㎞
、
一
九
四
〇
年
｝
○
月

　
二
四
日
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
噸
美
濃
部
洋
次
文
書
睡
、
酌
○
○
O
I
O
O
O
六

　
六
九
五
）
。

⑰
前
掲
「
人
口
政
策
と
東
亜
共
栄
圏
」
、
二
四
お
よ
び
二
九
頁
。

⑱
噸
医
事
公
弘
鯉
一
五
一
五
号
、
一
九
四
一
年
八
月
九
日
、
二
九
頁
。

⑲
「
陸
軍
省
諸
会
議
記
録
」
、
一
九
四
一
年
九
月
＝
日
の
項
（
陸
上
自
衛
隊
衛

　
生
学
校
編
・
発
行
『
大
東
亜
戦
争
陸
軍
衛
生
史
　
蕊
、
～
九
七
一
年
）
、
三
四
四

　
～
五
頁
。

⑳
大
蔵
省
咽
職
員
録
』
（
昭
和
一
六
年
入
月
一
五
日
現
在
）
に
よ
る
。

　
本
稿
は
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
古
屋
芳
雄
と
い
う
人
物
を
媒
介
と
し
て
「
国
防
国
家
」
の
優
生
学
の
一
面
を
描
き
つ
つ
、
そ
こ
に
異
化
さ

れ
た
「
近
代
」
の
姿
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
古
屋
が
一
九
三
〇
年
代
後
半
ま
で
に
独
自
の
「
民

族
衛
生
（
生
物
）
学
」
思
想
を
形
成
し
て
ゆ
く
と
き
、
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な
二
点
の
「
近
代
」
的
な
る
も
の
の
跡
が
み
え
る
だ
ろ
う
。
ま
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ず
第
一
に
、
古
屋
の
思
想
的
出
発
点
と
な
っ
た
白
樺
派
は
、
「
自
我
」
「
自
己
」
の
確
立
と
い
う
日
本
近
代
の
重
要
な
モ
メ
ン
ト
を
代
表
す
る
位

置
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
古
屋
自
身
も
そ
の
思
潮
に
樟
さ
す
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
古
屋
は
、
「
芸
術
」
を
通
じ
た
こ
の
「
個
人
主
義
」
に

挫
折
し
て
し
ま
う
。
そ
の
と
き
、
彼
が
新
た
に
見
い
だ
し
た
も
の
が
「
民
族
衛
生
学
」
「
優
生
学
」
と
い
う
「
科
学
」
で
あ
っ
た
。
古
屋
の

「
民
族
衛
生
学
」
で
は
、
漠
然
と
理
解
さ
れ
て
い
た
「
民
族
」
と
い
う
集
団
を
「
生
物
学
の
諸
原
則
」
に
よ
っ
て
把
握
し
、
そ
の
「
遺
伝
学
」

的
法
則
に
そ
っ
た
合
理
的
な
優
生
方
策
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
か
っ
て
憧
憬
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
た
「
自
分
と
い
ふ
も
の
」
が
、

た
だ
「
遺
伝
物
質
」
の
結
節
点
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
精
神
内
容
ま
で
も
が
「
生
物
学
」
的
根
拠
に
基
づ
く
「
民
族
精

神
」
な
る
も
の
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
、
人
問
の
複
雑
な
精
神
的
か
つ
肉
体
的
な
諸
現
象
を
遺
伝
と
生
物
学
の
問
題
に
還

元
す
る
思
考
は
、
優
生
学
が
当
時
世
界
で
「
第
～
級
の
科
学
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
古
屋
が
内
面
化
し
て
い
た
第
二
の
「
近
代
」
と
は
、
こ
の
「
科
学
」
の
絶
対
性
へ
の
信
頼
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
古
屋
に
お
い
て
こ
れ
ら
二
つ
の
「
近
代
」
性
を
架
橋
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
白
樺
派
の
コ
ス
モ
ポ

リ
タ
ン
的
な
「
個
人
」
「
自
我
」
賛
美
に
は
、
と
も
す
れ
ば
極
め
て
「
観
念
論
」
的
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
、
よ
り
全
体
的
な
る
も
の
一
「
人
類
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
「
生
命
」
へ
の
帰
依
と
い
う
か
た
ち
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。
古
屋
は
そ
こ
か
ら
の
挫
折
を
経
て
「
民
族
」
の
「
科
学
」
に

関
心
を
移
し
た
が
、
そ
こ
に
は
あ
ら
た
め
て
「
自
分
と
い
ふ
も
の
」
の
根
源
を
、
「
生
物
学
」
の
絶
対
性
と
確
実
性
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
た

「
民
族
と
し
て
の
生
命
」
の
う
ち
に
偉
い
そ
う
と
す
る
意
志
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
「
自
分
」
の
実
感
を
「
生
物
学
」
的

に
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
「
日
本
民
族
特
有
の
民
族
精
神
」
と
～
体
視
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
「
農
村
の
セ
ン
チ
メ
ン
ト
」
へ
の
回
帰
を
合
理
的

な
も
の
と
し
た
。
E
・
ブ
ロ
ッ
ホ
は
、
ナ
チ
ス
時
代
の
医
学
が
逆
説
的
に
ほ
と
ん
ど
「
唯
物
論
」
の
働
き
を
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

医
師
た
ち
が
「
血
」
を
「
罠
族
性
」
な
る
も
の
の
「
下
部
構
造
」
と
み
な
し
た
た
め
に
、
そ
の
「
血
」
が
挫
折
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
自
ら
の

「
自
己
」
を
よ
り
強
い
「
民
族
」
の
中
に
再
発
見
す
る
た
め
の
「
神
秘
的
」
な
パ
ト
ス
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
様
の
こ
と
が
、
古
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
民
族
衛
生
（
生
物
）
学
」
の
場
合
に
も
白
樺
派
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
変
容
の
う
ち
に
表
現
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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す
な
わ
ち
、
古
屋
に
と
っ
て
「
民
族
衛
生
（
生
物
）
学
」
と
い
う
「
科
学
」
は
、
「
自
己
」
の
貫
徹
と
決
し
て
切
り
離
さ
れ
得
な
い
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
｝
方
で
、
「
民
族
手
占
」
を
汚
す
「
悪
質
遺
伝
者
」
～
後
に
は
「
下
層
の
労
働
民
族
」
の
へ
の
敵
意
と
も
表

裏
｝
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
は
「
科
学
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が
明
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
で
の
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

学
の
み
な
ら
ず
、
現
在
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
で
展
開
さ
れ
て
い
る
周
知
の
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
な
ど
、
最
新
の
「
科
学
」
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
極

め
て
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
な
の
で
あ
る
。
た
だ
古
屋
の
場
合
、
一
九
三
〇
年
代
末
に
厚
生
省
予
防
局
や
「
研
究
所
」
に
入
り
、
す
で
に
形
づ

く
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
国
防
国
家
」
の
優
生
学
と
い
う
国
策
に
自
身
の
思
想
を
反
映
さ
せ
る
道
が
開
け
た
こ
と
で
、
そ
の
問
題
が
あ
か
ら
さ
ま

に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
陸
軍
を
中
心
と
す
る
「
生
存
圏
」
構
想
の
拡
大
と
　
つ
の
対
位
法
を
な
し
て
い
た
が
、
と
り
わ
け

「
確
立
要
綱
」
制
定
へ
関
与
す
る
頃
に
は
、
「
国
防
国
家
」
の
優
生
学
こ
そ
が
「
日
本
精
神
」
の
具
現
さ
れ
た
「
国
体
」
と
「
科
学
」
を
合
一

し
、
「
罠
族
」
の
発
展
を
実
現
し
得
る
と
の
強
い
期
待
を
古
屋
に
も
た
ら
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
志
向
性
は
「
国
防
国
家
」
の
優

生
学
の
機
構
に
も
反
映
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
口
局
に
よ
る
優
生
政
策
の
統
合
は
、
厚
生
科
学
慨
究
所
な
ど
「
科
学
」
的
調
査
研

究
機
関
の
体
系
化
が
、
「
日
本
精
神
」
確
立
を
旨
と
す
る
「
確
立
要
綱
」
の
実
施
促
進
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
っ
た
。
し
て
み
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ば
、
古
屋
の
存
在
は
、
当
時
多
く
の
官
僚
や
科
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
た
「
科
学
」
の
「
日
本
的
性
格
ノ
樹
立
」
や
、
「
科
学
技

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

術
の
民
族
性
と
純
潔
性
」
確
保
と
い
う
意
識
を
理
解
す
る
上
で
も
　
つ
の
導
き
の
糸
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
は
「
国
防
国
家
」
の

優
生
学
の
わ
ず
か
な
側
面
の
み
を
論
じ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
国
防
国
家
」
の
優
生
学
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
お
い
て
い
か

な
る
展
開
を
み
せ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
戦
後
に
与
え
た
影
響
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
含
め
て
、
今
後
さ
ら
に
多
様
な
論
点
か
ら

の
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　
①
久
野
・
鶴
見
前
掲
書
、
三
頁
以
下
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
筆
者
は
こ
こ
で
白
樺
　
　
ゴ
イ
ズ
ム
と
表
裏
一
体
で
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
近
代
に
は
た
え
ず
さ

　
　
派
的
「
自
己
」
「
自
我
」
を
「
理
想
的
」
な
そ
れ
と
ひ
き
く
ら
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
　
　
　
　
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
「
他
人
を
犠
牲
に
し
て
自
分
の
生
を
保
存
す
る
こ
と
で
雄
々

　
　
ひ
よ
わ
な
近
代
の
象
徴
と
し
て
断
罪
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
　
　
　
　
し
く
自
己
に
固
執
す
る
自
我
の
自
己
定
立
」
（
価
・
W
・
ア
ド
ル
ノ
『
本
来
性
と

　
　
い
か
な
る
「
自
我
」
「
自
己
」
の
追
求
で
あ
れ
、
そ
れ
は
つ
ね
に
観
念
論
的
な
エ
　
　
　
　
　
い
う
隠
語
臨
笠
原
賢
介
訳
、
未
来
社
、
一
九
九
二
年
、
一
九
～
二
頁
）
の
問
題
が
つ
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き
ま
と
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
E
・
ブ
ロ
ッ
ホ
『
こ
の
時
代
の
露
塵
㎞
（
池
闘
浩
士
訳
、
筑
摩
書
房
、
　
九
九

　
四
年
）
、
一
一
一
～
二
頁
。

③
こ
れ
に
つ
い
て
は
R
・
レ
ウ
ォ
ン
テ
ィ
ン
㎎
遺
伝
子
と
い
う
神
話
臨
（
川
口
啓

　
明
ほ
か
訳
、
一
九
九
八
年
）
、
M
・
ロ
ッ
ク
「
「
自
然
な
身
体
」
と
い
う
神
話
」

　
　
　
　
（
薄
井
明
訳
、
『
現
代
思
想
』
一
九
九
八
年
九
月
号
）
な
ど
を
参
照
。

　
　
　
④
社
団
法
人
日
本
技
術
協
会
『
秘
昭
和
十
五
年
九
月
十
九
日
綜
合
国
防
技
術

　
　
　
　
政
策
実
施
綱
領
臨
　
一
頁
。

　
　
　
⑤
森
川
覚
三
「
国
防
経
済
と
科
学
技
術
新
体
制
扁
（
国
策
研
究
会
編
『
臨
戦
体
制

　
　
　
　
論
隔
薪
経
済
社
、
一
九
四
一
年
）
、
一
九
王
頁
。

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

）
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　　　　　　　　　　　　　　　　The　Burgenses　of　Jerusalem　：

The　govemmental　structure　of　the　first　Latin　Kingdorn　of　Jerusalem

by

SAKURAI　Yasuto

　　Law　books　aRd　their　visions　of　court，　tlte　classficatioR　between　the　clerical　and

secular　courts，　and　the　dfference　between　Haute　CoMr　and　Cour　des　Bourgeois，

have　had　aR　infiueRce　on　many　scholars．　lt　can　be　said　that　although　sorne　scholars

have　doubted　the　decumentary　merit　of　law　books　they　are　all　under　the　influence

of　Law　books’　classhication．

　　In　order　to　verifY　the　classtacation　of　the　Law　books，　the　Burgenses　of

Jerusalem　are　chosen　as　a　focus　in　this　essay．　A　comprehensive　re－examiriation　of

charters　wM　reveal　that　not　vicomte　but　some　of　them　were　the　core　of　the　city

govemment，　and　that　their　activities　were　not　restricted　withn　the　city．　lt　is

easier　to　understand　these　points　when　some　conditions　pecutiar　to　the　Latin

Kingdom　of　Jerusalem，　such　as　the　lack　of　manpower　and　the　threat　of　the

Musulims’　rnilitary　power，　are　taken　into　consideration．　As　a　result，　it　can　be　said

that　the　govemmental　s£ructure　in　the　Law　books　didin’t　refiect　reaKty．

　　　　　Eugenics　in　a　“Defence　State”

Fecusing　on　the　thoughts　and　actions　of　Koya　Yoshio

by

MATSUM￥RA　Hiroyuki

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　examine　the　position　of　eugenics　in　Japan　during

the　1930’sN40’s，　in　this　period，　eugenics，　which　had　aiready　penetrated　into

Japanese　society　since　the　beginning　of　the　twentieth　century，　developed　along

（340｝



with　certain　movements　in　politics．　The　JapaRese　army　started　establishng　the

“Defence　State”　around　the　same　time．　ln　this　paper，　the　relation　betweeR　the

“Defence　State”　and　Japanese　eugenics　is　coRsidered，　focusing　on　the　thoughts

and　actions　of　Koya　Yoshio，　who　was　one　of　tke　central　figures　in　Japanese

eugenics　at　the　time．　My　argument　is　as　follows．　1）Koya’s　inclmation　toward

eugenics　as　a　“normal　science”　refiects　serious　problems　with　modemism．　2）The

eugenics　movement　in　“Defence　State”，　which　was　influenced　by　Kaya’s　thought，

can　be　considered　as　an　illness　of　modernism．
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